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第４７回

医療講演

北海道ブロック会議開催

｢透析患者の高脂血症と栄養のバランス｣

北海道腎臓病患者連絡協議会
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北
海
道
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

会
長
岩
崎

を
落
と
し
て
い
た
。
や
が
て
冬
を
迎
え
、

北
の
大
地
は
銀
世
界
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

北
国
に
迎
え
る
寒
い
冬
の
到
来
で
あ
る
。

　
　

「
羊
蹄
山
ど
ん
と
鎮
座
し
秋
深
く
Ｌ

-－

コ
ー
ト
に
手
袋
姿
、
長
く
な
っ
た

一

　

影
、
木
々
の
紅
葉
落
葉
。
今
年
は
Ｈ

一

　

月
中
旬
に
な
っ
て
も
降
雪
を
見
ず
、

「－ｔ一一一一－一一一一
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・気
温
が
あ
ま
り
Ｆ
が
ら
な
い
の
で
、

深
ま
り
ゆ
く
秋
を
感
じ
さ
せ
る
。
庭

の
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
す
っ
か
り
紅
秦
し
、

巾
中
心
部
の
北
大
通
り
で
も
樹
木
の

冬
囲
い
が
始
ま
っ
た
。
人
通
公
園
は

休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
き
交
う
人

は
ま
ば
ら
で
、
公
園
職
ほ
が
熊
手
で

幣
ち
襲
を
集
め
て
い
た
。
午
後
２
時
、

薫

す
で
に
日
は
傾
き
職
員
ら
の
影
は
長
く

舗
道
に
伸
び
て
い
た
。

　

札
幌
気
象
台
に
よ
る
と
同
日
中
の
札

幌
巾
の
最
商
気
温
は
４
・
２
度
と
、
Ｈ

月
ド
句
並
み
の
こ
の
秋
。
冊
の
寒
さ
が

来
る
と
い
う
。

　

こ
の
季
節
、
久
々
に
中
山
峠
を
経
て
、

右
蹄
山
の
ふ
も
と
「
噴
き
川
し
公
園
」

へ
と
銘
水
を
汲
み
に
出
か
け
た
。
当
日

は
雲
一
つ
な
く
羊
蹄
山
の
頂
上
が
于
に

と
る
如
く
鮮
明
に
日
｀
え
、
今
年
の
冠
宵

が
自
く
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

　

肖
　
　
　
八
訪
れ
た
竿
蹄
山
で
は
あ
る
が
。

山
全
体
が
鮮
明
に
見
え
る
の
は
初
め
て

で
な
か
ろ
う
か
。

　

山
の
裾
野
に
す
っ
か
り
藩
槃
し
た
挿

木
が
寒
々
と
し
て
そ
の
雄
姿
を
残
し
、

北
の
人
地
の
昧
れ
ゆ
く
晩
秋
に
長
い
影

　

帰
り
道
中
山
峠
で
白
い
大
根
を
3
0
本

買
っ
て
き
た
。
こ
の
季
節
に
我
が
家
で

も
「
大
根
Ｆ
し
」
が
始
ま
っ
た
。
日
当

た
り
の
よ
い
ベ
ラ
ン
ダ
の
前
に
3
0
本
の

自
い
肌
の
ス
ダ
レ
干
し
が
ド
が
っ
た
。
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今
の
食
生

活
に
漬
物

は
買
っ
て

食
べ
る
も

の
と
し
て

定
着
し
て

い
る
。
今

は
私
の
年

代
の
人
で

も
沢
庵
漬
は
し
な
い
ら
し
く
、
こ
の
季

節
が
き
て
も
１
　
さ
れ
て
い
る
の
は
ま
れ

と
い
っ
て
も
よ
い
。
昔
と
違
っ
て
漬
物

も
今
風
の
味
を
出
し
、
漬
け
込
み
も
変

わ
っ
た
。
農
家
の
方
達
も
高
齢
化
し
重

労
働
の
割
に
刊
益
の
少
な
い
漬
物
川
野

１
１
１
１
１
・
Ｊ

菜
の
栽
培
は
敬
遠
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
姑
な
ど
か
ら
受
け
継
い

だ
漬
物
の
味
は
最
近
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
食
文
化
も
変
化
し
、
漬
物
な
ん
て

と
思
う
よ
う
だ
が
、
食
後
に
食
べ
る

あ
の
味
は
ま
た
恪
別
だ
っ
た
。
し
か

し
腎
臓
病
患
者
の
今
の
私
に
と
っ
て

は
一
切
れ
か
二
切
れ
で
あ
る
。

　

1
0
日
も
す
れ
ば
ひ
げ
恨
を
取
り
な

が
ら
、
ぬ
か
、
き
ざ
ら
、
塩
を
使
い

自
分
風
に
漬
け
る
。
長
期
間
の
漬
け

込
み
は
結
構
薄
塩
で
よ
く
漬
か
る
。

素
材
、
気
温
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す

く
微
妙
な
味
に
差
が
出
る
が
・

<
M
月

末
頃
の
食
卓
に
Ｌ
が
る
こ
の
‘
品
の

味
に
’
　
-
ｈ
（
Ｆ
と
　
４
．
人
で
。
疼
。
憂
す

る
の
で
あ
る
。

　

長
乍
つ
ち
か
わ
れ
た
日
本
の
味
を

感
じ
、
大
敗
し
て
も
懲
り
ず
に
続
け
る
。

　

木
枯
ら
し
の
吹
く
中
を
鼻
水
す
す

り
な
が
ら
１
を
ａ
つ
赤
に
し
て
、
黙
々

と
大
根
を
洗
い
･
　
ｔ
ｔ
れ
行
く
晩
秋
の

夕
陽
を
浴
び
な
が
ら
女
房
と
。
。
人
で

こ
の
作
業
に
限
り
な
い
楽
し
さ
を
感

ず
る
の
で
し
た
。
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平
成
1
1
年
1
0
月
2
3
日
・
2
4
日
の
両
日
、
北
海
道
難
病
セ

ン
タ
ー
（
札
幌
）
に
於
い
て
役
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
・
事

務
局
員
併
せ
て
5
3
名
の
出
席
に
よ
り
第
4
7
回
咄
全
腎
協
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
剛
会
長
の
開
会
の
あ
い
さ
っ
の
後
、
同
じ
仲
間
の

逝
去
を
悼
み
令
日
で
黙
と
う
を
捧
げ
ｗ
｀
福
を
折
り
ま
し
た

　

岩
崎
会
長
は
‐
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
恥
年
１
川
か
ら
始

ま
る
介
護
保
険
や
吠
療
費
な
ど
。
連
の
問
題
が
我
々
患
抒

に
重
く
の
し
掛
り
フ
つ
あ
る
の
で
。
致
協
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ご
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
江
谷
運
営
委
は
（
旭
川
）
を
議
長
に
選
出
し
議
幽
に

入
り
ま
し
た

１

O（1
札

○
旭

０
小

Ｏ
稚

Ｏ
留

報

　

告

　

事

　

項

地
域
患
者
会
組
織
活
動
報
告

　
　
　

幌
－
７
Ｕ
１
‐
・
７
Ｕ
９
９
　
　
‐
両
‐
介
護
保
険
に

　

関
す
る
要
望
に
っ
い
て
巾
と
の
話
し
へ
‐
い
を
行
『
い
。
た
、

　

1
0
り
3
1
‐
叫
結
成
2
5
周
年
記
念
式
典
並
び
祝
賀

　

会
を
開
催
。

　
　
　

川
－
一
通
院
送
迎
事
業
に
っ
い
て
は
昨
年
よ
り

　

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
年
度
も
引
き
続
き
そ
の

　

其
体
的
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　

樽
－
要
介
護
透
析
忠
者
の
通
院
に
関
す
る
要

　
　

ｏ
道

望
μ
を
巾
艮
・
議
長
・
議
会
事
柊
Ｑ
ニ
ｎ
＜
Ａ
派
に

提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏ
苫

　
　

内
－
血
会
福
祉
協
議
会
Ｌ
催
に
Ｌ
る
、
ふ
れ

〈
‐
い
広
場
に
‥
‥
″
ｕ
参
加
し
腎
疾
患
総
べ
口
対
策
・
総

へ
目
的
難
病
対
策
の
署
々
。
‥
運
動

　
　

萌
‐
羽
幌
の
施
設
が
満
床
の
た
め
留
萌
ま
で

　
　

り
室

全道から役員が集まりブロック会議を開催

通
院
し
て
い
る
患
膏
４
″
ｎ
陛
い

る
の
で
地
元
に
２
部
透
析
を
要

請
す
画

　
　

南
－
役
は
会
を
数
多
く
行

な
Ｉ
い
て
い
る
。

Ｏ
滝

Ｏ
十

○
釧

Ｏ
北

1
2
印
４
‐
り
１
‐
よ
り
透
桁
開
始

『
初
ｊ
・
台

通
院
送
迎
委
託
利
川
ｌ
ｅ
t
-
＊
；
…

人
会
金
１
、
０
０
０
円
、

復
１
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
川

．
Ｅ

　
　

／
ｆ

　
　

川
－
研
修
会
・
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
会
八
家
族
。
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
０
　
な
っ
て
い
る
。

　
　

勝
－
ト
勝
管
内
透
析
患
者

の
通
院
現
状
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実

宛
・
デ
ー
タ
を
玖
に
各
巾
町
村

に
通
院
送
迎
の
陳
情
’
ｒ
定
。

　
　

路
－
通
院
交
通
費
の
助
成

増
額
及
び
要
介
護
透
析
患
者
の

　
　

一

通
院
に
関
す
る
婆
望
Ｉ
を
行
政

　
　

３

！
“

　
　

見
－
役
員
の
成
り
ｆ
が
少

な
く
。
部
の
役
ほ
が
鍵
年
努
め

て
い
る
。

リ
オ
ホ
ー
ツ
ク
ー
小
浦
水
‐
本
赤
ト
字

　
　
　

病
院
の
送
迎
バ
ス
が
６
月
3
0
‐

　
　
　

ｋ
り
月
・
水
・
金
の
３
回
の
迦

　
　
　

行
が
始
ま
り
ま
し
た

　

匁
'
Ｂ
:
間

　
　
　

は
毎
‐
迦
行
’
Ｐ
定
。

小

　

牧
－
患
行
会
の
活
動
拠
点

　
　

〕
紋

と
し
て
の
巾
柊
Ｍ
設
置
確
保
を

目
指
し
て
行
政
な
ど
に
陳
情
要

請
運
動
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
９
夕

　
　

蘭
－
豊
浦
町
国
保
病
院
が

　
　

別
－
「
透
析
を
は
じ
め
る

人
の
た
め
の
」
ガ
イ
ド
ブ
リ
ク
’

を
購
ぺ
し
I
　
　
　
　
Ａ
Ｊ
―
’
に
配
布

　
　

張
－
婆
介
護
透
析
患
者
の

通
院
に
関
ず
る
要
望
海
を
行
政



曹

　

●
－－ Ｏ

江
Ｏ
浦

Ｏ
深

に
樅
出

　
　

別
１
透
析
患
抒
の
通
院
介

護
な
ど
各
行
事
の
打
ち
ａ
せ
を

行
っ
て
い
る
。

　
　

河
ト
患
者
会
に
対
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
無
間
心
な
の

で
、
話
し
八
‐
う
場
が
な
く
。
今

後
総
会
な
ど
が
出
恥
な
い
の
で

は
と
卜
安
で
あ
る
、

　
　

川
―
議
会
に
お
い
て
透
析

患
抒
の
通
院
に
っ
い
て
。
応
の

認
識
を
し
て
も
ら
っ
た

　

ｉ
而
の
問
題
点
と
し
て
役
員

の
育
成
が
あ
る
。

宮川亮一先生を講師に役員研修会

Ｓ

　

全
腎
協
理
事
会
報
告

即

　

全
腎
協
第
1
0
回
通
常
総
会
報
告

一
1
0
月
1
6
‐
出
・
1
7
‥
‥
‥
闘
'
-
ａ
‐
チ
サ
ン

　

ホ
テ
ル
浜
松
町
（
東
京
）
に
お
い
て

　

ｔ
国
よ
り
6
7
名
の
出
席
者
に
よ
り
行

　

わ
れ
ま
し
た
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
の

　

後
、
貨
腎
協
油
井
会
長
の
あ
い
さ
っ

　

で
は
兵
庫
県
の
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

　

院
内
感
染
の
問
題
や
た
阪
の
フ
ィ
リ

　

ヒ
ン
で
の
侈
醸
斡
旋
、
来
年
１
月
か

　

ら
の
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る

　

か
厚
生
省
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

　

等
『
９
後
我
々
患
者
会
と
し
て
も
自

　

己
防
衛
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
と
の
事
で
し
た
。

　

議
長
選
出
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

巾

　

報
告
事
項
と
し
て
令
国
ブ
ロ
ッ

　
　

ヶ
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

四
一

　

承
認
離
案
と
し
て
9
9
年
度
Ｃ
^
ｆ
ｆ
ｌ
:

　
　

の
。
部
咄
ぶ
な
ど
３
項
‐
に
っ
い

　
　

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
『
－

　

即

　

確
認
事
項
で
は
医
療
・
福
祉
の

　
　

ド
な
動
向
と
今
後
の
運
動
に
っ
い

難しい介護保険の問題を真剣に聞き入る

　

を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　

又
、
巾
町
村
患
者
会
組
織
作
り
も
難

　

し
い
問
題
で
あ
る
。

●
Ｌ
へ
Ｌ
腎
臓
装
置
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

　
　

「
西
暦
２
０
０
０
年
間
ｇ
」
へ
の
対

　

応
に
っ
い
て
、
令
国
透
析
施
設
に
対

岫
次
妊
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た

鼎

　

道
腎
協
前
期
会
計
報
告
（
４
月
～

　

９
月
）

剛

　

道
腎
協
前
期
会
計
監
査
報
告

　

会
計
・
監
査
報
告
具
に
貨
〈
ヤ
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

図

　

規
約
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

第
９
９
　
　
川
総
会
に
於
い
て
質
問
が
提
出

さ
れ
た
簡
所
に
・
つ
・
い
て
'
　
Ｍ
検
討
し
包

案
し
ま
し
た

聞

　

そ
の
他

Ｉ

　

地
城
患
者
会
組
織
把
握
に
っ
い
て

　
　

各
地
城
患
者
会
と
し
て
現
在
ど
の

　

位
の
巾
町
村
の
施
設
や
患
行
数
を
把

　

握
し
て
い
る
か
調
査
す
る
。

２

　

役
は
研
修
会
に
っ
い
て

　
　

タ
‥
‥
‥
（
り
一
‐
）
に
「
介
護
保
険
の

　

概
要
に
っ
い
て
」
講
師
に
軋
幌
巾
販

　

区
タ
ブ
ー
ヶ
病
院
在
宅
介
護
支
援
セ

　

ン
ク
ー
所
長
宮
川
亮
。
先
生
を
招
き

　

役
は
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
、

し
て
必
要
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
と

　
　

3

　

1
2
年
度
令
腎
協
人
会
が
鹿
児
島
県

呼
び
か
け
る
。

て
、
Ｊ
Ｐ
ｃ
「
日
本
．
岡
マ
ラ
ソ

　
　

㈲

　

運
営
会
議
報
告

　
　

ン
」
終
盤
の
取
組
に
・
つ
い
て
、
肝

　
　

炎
の
院
内
感
染
問
題
へ
の
対
応
に

　
　

つ
い
て
な
ど
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

●
貨
国
的
な
傾
向
と
し
て
役
ほ
の
な
り

　

于
が
い
な
い
た
め
片
ｆ
の
青
成
に
力

で
、
遺
腎
協
総
会
が
小
樽
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

６
月
・
９
月
に
行
わ
れ
た
運
営
会
議

　
　

４

　

北
海
道
知
事
へ
の
要
望
ｉ
ｒ
Ｚ
提
出

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｓ

　

道
腎
協
前
期
活
動
報
告
（
４
月
～

　

９
月
）

　

1
2
項
目
の
内
容
に
っ
い
て
．
．
．
Ｌ
咀
廠

　

逆
腎
協
よ
り
５
″
‥
‥
が
川
席
し
前
回

の
実
態
調
＆
を
資
料
と
し
て
持
参
し

４
項
‐
を
要
望
し
目
頭
で
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　

（
別
紙
）

４



参

　

Ｓ

　
　

〈
北
海
道
知
事
へ
の
要
望
〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

道腎協第1475号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

￥成11年９月９日

　

北海道知事

　　

堀

　　　

達

　

也

　

殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓痢患者連絡協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会畏

　

岩崎

　　

薫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

要

　　　

望

　　　

書

１．入院給食費の自己負担がなくなるように更生医療遭用施設の拡大をして下さい．

　　

人院綸食費は更生医療の適用になるので更生医療を利用するように対応していますが､全道の透析施設の半分しか遍用

　

施設がありません.現状では更生医療を希望してもなかなか受け入れられる状餓ではありません.最近では糖尿病性腎症

　

からの透析導入者が大幅に増すなど合併症で入院する機会も多く、又、患者の半数が年収250万円以下の方が多く．経済

　

的にも困難な状況です.私たち患者会も更生医療の未指定施設に更生医療の掬定を受けて頂くよう働きかけをして参りま

　

すが、道としてもより一層未指定医療施咬に対し働きかけて頂くようお願いします．

２．本遭における要介護透析恵者対策の充実を進めて下さい．

　　

介護保険の実施が間近になるにつれて、断聞、ＴＶなどでは介護保険の実施をめぐる動きや問題点.現状が連日のよう

　

に報道されています.サービスや保険料の市町村格差､符別費護老人ホームなどの旛設不足．在宅介護の柱になる防問介

　

護のヘルパー不足邨々．さまざまな問題が蹴論されています.透析患者は週３同通院しなくては生きては行けません．介

　

護者がいなくて長期入院を余儀なくされる患者が､特に冬期間に多くｌられます.介護保険が実施されると大変不安です．

　　

道内の各自治体に対し、通院介護の為のガイドヘルパーやホームヘルパーの充実を道からも要請して下さい．

３．本遭における遇院交通費助成の充実を進めて下さい．

　　

本道特有の広大な地域では透析に片道60k菖以上の距離を通院されている患者が道東地方や口高地方等に多数います.通

　

院交通費にかかる経済負担が大変重く．困難です．本道には通院交通費助成事業がありますが､所碍制限の緩和や助成金

　

の値上げをし、より一層の拡充をお願いします．

４．透析施設の地域偏在差を解消して下さい．

　　

本遭のような広大な地域では透析導入されても患者の地域に施設がなけれ4f数10k‐の距離を洒院しなければなりません．

　

特に離鳥などでは､透析施設の近くに移らなければなりません.この像な問題をぜひ解inするために各地域での透析施設

　

の開設を進める咲お願いします．

　

〈
道
よ
り
の
回
答
〉

場

　

所
／

　

北
海
道
庁

　

保
健
福
祉
部
小
会
議
室

日

　

時
／

　

平
成
1
1
年
９
月
９
日

　

午
後
１
時
よ
り

出
席
者
／

　

北
海
道
福
祉
部
障
害
者
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

ｎ
長
補
佐

　

佐
藤

　

雅
人
氏

　

北
海
道
福
祉
郎
保
健
予
防
課

　
　
　
　
　

ｇ
ｌ
ｌ
Ｋ
補
佐

　

･
Ｊ
ｋ
Ｒ

　

英
樹
氏

　

北
海
道
福
祉
部
障
害
者
保
健
福
祉
課

　
　
　

在
宅
推
進
係
長

　

晦
井

　

治
雄
氏

　

道
腎
協
よ
り

　

鈴
木
啓
三
・
佐
藤
利
國
・
佐
藤
昌
夫
副

　

会
長
、
暉
内
繁
雄
事
務
局
艮
、
堀
井
和

　

彦
事
務
局
次
長

―

　

袖
足
説
明

①

　

４
年
前
「
入
院
給
食
費
の
砕
適
用
要

　

望
」
に
対
し
、
各
医
療
機
関
に
お
い
て

　

更
生
医
療
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
望

　

ま
し
い
と
課
長
答
弁
が
あ
り
、
道
腎
協

　

と
し
て
も
地
城
患
者
会
を
指
導
、
病
院

　

に
働
き
か
け
て
き
た
が
、
進
展
し
て
い

　

な
い
。

※
遭
の
答
弁

①

　

更
生
医
療
の
適
用
施
設
の
拡
大
は
、

　

道
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上
か
ら
も
基
本

　

的
に
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
た
だ

　

強
制
で
き
な
い
の
で
、
北
海
道
医
師
会

　

を
通
じ
て
各
施
設
に
意
識
を
促
す
。

②

　

更
生
医
療
の
適
用
に
つ
い
て
は
認
定

　

医
で
大
学
を
出
て
５
年
以
上
の
経
験
等

　

で
施
設
に
指
定
さ
れ
る
の
で
。
医
師
の

　

移
動
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
る
事
は
な

ｉ
・

Ｉ
Ｖ

２

　

補
足
説
明

①

　

新
規
に
開
設
さ
れ
る
特
養
ホ
ー
ム
で

　

透
析
施
設
を
併
設
し
て
い
る
所
も
出
て

　

き
て
い
る
．

②
介
護
保
険
の
中
の
市
町
村
特
別
給
付

　
　

（
横
出
し
サ
ー
ビ
ス
）
と
し
て
の
嬰
介

　

護
透
析
患
者
の
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を

　

各
市
町
村
に
指
導
し
て
ほ
し
い
．

※
道
の
答
弁

①

　

既
存
の
福
祉
施
策
は
今
後
も
行
う
、

　

要
望
を
含
め
関
係
各
所
に
話
し
て
い
く
．

②

　

各
支
庁
を
通
じ
て
各
市
町
村
に
指
導

　

す
る
．

３

　

補
足
説
明

　

要
望
書
の
脱
明
に
不
十
分
な
面
が
あ
る

が
、
昭
和
5
5
年
通
院
交
通
費
が
決
ま
っ
た

ま
ま
で
、
杜
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
改
正

が
な
く
．
助
成
額
が
少
な
い
の
で
見
直
せ

な
い
か
．

※
遭
の
答
弁

　

道
の
財
政
が
厳
し
く
今
は
悪
い
方
に
見

直
す
時
代
で
あ
り
困
難
性
が
あ
る
．

４
袖
足
説
明

　

透
析
施
設
開
股
に
対
す
る
助
成
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
．

※
遭
の
答
弁

①

　

道
内
１
６
４
施
設
、
透
析
機
械
１
台

　

当
た
り
２
・
３
人
と
な
っ
て
い
る
．
医

　

者
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
地
城
的
偏

　

り
は
あ
る
．

②

　

施
設
開
設
に
あ
た
り
国
庫
補
助
は
、

　

国
立
は
３
分
の
１
だ
が
民
間
施
設
も
該

　

当
す
る
．
総
合
病
院
が
先
に
な
る
．

そ
の
他
話
皿

　

災
害
時
の
水
、
電
気
な
ど
問
題
が
あ
る
、

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
の
か
．

※
道
の
答
弁

　

道
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
無
い
と
思
う
．

-５-



●

『
透
析
患
者
の
高
脂
血
症
と

　
　
　
　
　
　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
』

透
析
食
栄
養
士
研
究
会
会
長

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
栄
養
科
科
長

　
　

管
理
栄
養
士
佐

　

藤

　

妙

　

子
先
生

裴
£
鴛
の
バ
。
ヴ
ン
Ｋ
。

ａ
″
μ
μ
は
ｎ
ｑ

　

猿
ａ
妙
子
吏

講演する佐藤妙子先生

　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
院
し
て
今

年
で
2
5
年
経
ち
、
私
は
1
5
年
に
な
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
一
応
勉
強
は
し
て
い
ま
し

た
が
殆
ど
分
か
ら
ず
、
患
者
さ
ん
の
方

が
非
常
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
ご
存
じ
な

の
で
、
患
者
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
今
日
迄
仕
事
を
し
て
こ
ら
れ
た

事
を
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
日

Ａ
は
透
聊
忠
者
の
高
脂
血
症
と
栄
養
の
バ

　

ラ
ン
ス
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
ご
覧
に
な
る
と
オ

ヤ
ノ
と
思
わ
れ
る
方
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
実
は
知
ら
な
い
う
ち
に
商
脂

血
症
が
隠
れ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
是
非
聞
い
て
い
か
れ
て
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
つ
の
脂
質
代
謝
障
害
の
原
因

　

表
①
透
析
患
者
の
脂
質
代
謝
障
害
と

し
て
の
原
因
と
し
て
１
つ
は
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
、
２
番
目
は
二
次
性
副
甲
状

腺
機
能
充
進
症
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
よ
く

お
分
か
り
の
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
の
バ

ラ
ン
ス
が
悪
く
て
．
Ｐ
Ｔ
Ｈ
が
上
が
っ

た
と
い
う
こ
と
、
３
番
目
に
低
カ
ル
シ

ウ
ム
血
症
こ
れ
も
原
因
と
な
り
ま
す
。

４
番
目
に
尿
毒
症
、
こ
れ
は
代
謝
阻
害

物
質
、
今
は
分
か
ら
な
い
物
質
も
あ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
悪
さ
を
す
る
と

表①
＊
こ
の
講
演
は
８
月
１
日
、
難
病

連
の
全
遊
集
会
の
分
科
会
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
．

透析患者の脂質代謝障害

１

　

インスリン抵抗性

２

　

二次性刷甲状腺機能瓦進症

３

　

低カルシュウム血症

４

　

尿毒症

　

（代謝阻稗物質）

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
番
上
の
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、

透
析
に
入
ら
れ
ま
す
と
糖
の
代
謝
が
悪

く
な
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
が
で
て
き
ま
す
、

イ
ン
ス
リ
ン
が
出
て
き
て
効
き
が
悪
い

と
、
ま
た
イ
ン
ス
リ
ン
を
出
す
と
い
う

こ
と
で
非
常
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
代
謝
が

悪
く
な
る
事
も
脂
質
代
謝
に
悪
い
影
響

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

透
析
患
者
に
多
い
高
Ｔ
Ｇ
血
症

　

表
②
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｔ
Ｃ
）

血
症
や
高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
（
中
性

表②

高コレステロール血症や高トリグリセライド血症が

存在すると

　　　

動脈岬化の促地

　　　

心＆心や

　

あ4血竹呻害の柏度の増加

脂
肪
‐
Ｔ
Ｇ
）

血
症
が
あ
る

と
動
脈
硬
化

の
促
進
や
心

疾
患
、
脳
血

管
障
害
の
頻

度
が
増
す
と

い
わ
れ
て
い

ま
す
。
表
③

透
析
患
者
の

場
合
は
自
分

の
検
査
値
の
中
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
そ
ん
な
に
高
く
な
い
と
思
っ
て
い
ら

っ
し
や
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
私

　
　

一

　
　
　
　

｀

　
　
　
　
　

共
も
い
ろ
い

　
　

６

　
　
　
　

″

　
　
　
　
　

ろ
な
施
設
で

　
　

・

　
　
　
　

る

　

聾

　
　
　

統
計
を
取
っ

　
　
　
　

Ｗ

　

ｍ

　
　
　

た
り
、
札
幌

　
　
　
　

″

　
　

″

　
　
　

北
ク
リ
ニ
ッ

　
　
　
　

″

　

｀

　
　
　

ク
で
も
昭
和

　
　
　
　

作－
‘

匹

　
　
　

6
2
年
位
か
ら

　
　
　

む

　

″

　
　
　
　

見
て
ま
し
て
、

　
　
　

７
宍

　

透
析
患
者
と

③

　
　

ｒ
″

　
　

い
う
の
は
意

表

　
　

ｆ
ｉ
£
　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
と
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
高
く
な
く
中
性
脂
肪
（
Ｔ

Ｇ
）
が
高
い
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
昭
和
6
2
年
頃
に
は

非
常
に
高
い
忠
者
さ
ん
が
多
く
見
受
け



　

ら
れ
ま
し
た
。
動
脈
硬
化
の
進
行
防
止

・
の
為
に
は
非
常
に
栄
養
管
理
が
‘
皿
要
だ

　

と
い
う
こ
と
が
最
近
よ
く
言
わ
れ
て
い

　

ま
す
。

　

高
Ｔ
Ｇ
、
高
Ｔ
Ｃ
血
症
の

　
　
　
　
　
　
　
　

予
防
に
は

表
④
上
の
方
が
商
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

（
Ｔ
Ｃ
）
血
症
で
す
。
こ
の
場
合
は
エ

表④

高ＴＣ血症

　

Ｉ

　

摂取エネルギー餓

　

２

　

摂取脂肪エネルギー比

　

３

　

脂肪酸の穂頷

　

４

　

食物繊推最

商ＴＧ血症

　

１

　

摂取エネルギー量

　

２

　

アルコール最

　

３

　

脂肪餓

　

４

　

糖質R(Mtnffi、こ糖填)

　

５

　

食物繊維喩

ネ
ル
ギ
ー
を
制
限
す
る
。
次
に
摂
取
脂

肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
と
い
う
の
は
何
を
ど

れ
ぐ
ら
い
摂
る
か
、
さ
ら
に
脂
肪
酸
の

種
類
と
い
う
の
は
ど
ん
な
脂
肪
酸
を
摂
っ

た
ら
い
い
か
、
そ
の
下
に
今
日
の
ポ
イ

ン
ト
で
食
物
繊
維
、
透
析
の
患
者
さ
ん

は
カ
リ
ウ
ム
の
問
題
が
あ
っ
て
野
菜
や

果
物
量
を
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
カ
リ
ウ
ム
と
い
う
の
は
蛋
白
の
多
く

含
む
食
品
、
肉
な
ど
に
も
多
く
含
ま
れ

て
い
て
決
し
て
野
菜
が
多
い
訳
で
は
な

い
け
れ
ど
野
菜
が
一
番
処
理
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
、
摂
取
制
限
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
次
の
高
ト
リ
グ
リ
セ
ラ
イ

ド
（
Ｔ
Ｇ
）
血
症
、
こ
れ
は
中
性
脂
肪

が
商
い
と
言
わ
れ
る
と
き
に
摂
取
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
と
大
事
な
の
は
ア
ル
コ
ー
ル

で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
の
摂
取

量
と
も
関
係
が
あ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
む
と
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
出
す
た
め

に
水
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
で
ア
ル

コ
ー
ル
は
制
限
し
た
方
が
よ
い
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
脂
肪
の
最
で
す
が
、
た
く

さ
ん
摂
る
と
や
は
り
中
性
脂
肪
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
４
番
目
糖
質
の

量
で
す
が
、
糖
質
も
た
く
さ
ん
摂
っ
て

は
困
り
ま
す
が
単
糖
類
、
多
糖
類
と
あ

り
、
叫
糖
類
と
は
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
に
入
っ

て
い
る
ブ
ド
ウ
糖
等
、
多
糖
類
は
砂
糖

等
で
、
ブ
ド
ウ
糖
、
砂
糖
を
た
く
さ
ん

表⑤
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摂
る
と
中

性
脂
肪
が

高
く
な
る

と
言
わ
れ

て
い
拿
す
。

　

そ
し
て

大
事
な
の

が
食
物
繊

維
な
の
で

す
。
表
⑤

こ
れ
は
中

性
脂
肪
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
基
準
値
を
示
し
て

い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
は
若
い
方
の
例
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
は
こ
れ
以
上
低

く
て
も
困
る
の
で
１
０
０
同
／
ａ
以
下

な
ど
の
時
は
用
心
し
て
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
の
場
合
も
同
じ
く
2
0
啄
／

ａ
と
か
3
0
曙
／
ａ
を
き
る
と
こ
れ
も
リ

ス
ク
に
な
り
ま
す
。
中
性
脂
肪
は
沢
山

食
べ
た
時
に
あ
が
り
ま
す
し
、
２
時
間

位
す
る
と
少
し
下
が
っ
て
き
た
り
し
ま

す
。
こ
の
場
合
は
空
腹
時
で
5
0
～
１
４

表⑥

　　　　　

助脈1●化指数
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この数式で卓められる数値が３．Ｓを超えている皿ａは，

●●晴化jl遭lfしているとjlえられている

０
７
ａ
、

１

　

５

　

０

暉
／
ａ
を

き
っ
た
値

が
よ
い
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

表
⑥
こ
れ

は
最
近
出

て
き
た
こ

と
で
す
が

動
脈
硬
化
指
数
、
こ
れ
が
３
・
５
を
超

え
る
と
進
行
し
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

良
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　

高
Ｔ
Ｇ
血
症

表
⑦
こ
れ
は
札
一

表⑦
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場
合
で
、

男
性
の

場
合
の

総
コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル
の

平
均
は

な
か
な

か
良
い

値
で
す
。

そ
れ
で

Ｔ
Ｇ
で
す
が
、
昭
和
6
2
年
頃
だ
と
食
品

構
成
か
ら
も
粉
あ
め
と
か
、
慢
性
腎
不

全
で
入
院
さ
れ
た
り
透
析
で
入
院
さ
れ

　
　

一

た
り
し
た
場
合
で
も
よ
く
ご
は
ん
と
Ｉ

　
　

７

緒
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
げ
る
の
に
ア
メ
ヽ

　

一

ゼ
リ
ー
を
い
れ
て
い
ま
し
た
。
慢
性
腎

不
全
の
場
合
は
そ
う
い
う
も
の
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
上
げ
る
た
め
に
あ
る
程
度
必

要
で
し
た
が
、
ま
だ
商
Ｔ
Ｇ
血
症
と
い

う
事
な
ど
が
知
れ
渡
っ
て
な
い
時
代
で

す
か
ら
、
こ
う
い
う
商
い
値
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

女
性
は
閉
経
後
が
要
注
意

　

そ
し
て
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に

つ
い
て
は
男
性
は
低
く
女
性
は
商
い
、

こ
れ
は
男
性
は
家
で
あ
ま
り
動
か
な
い

幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

　
　

か
ら
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
女
性



●

は
と
て
も
高
い
で
す
。
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
当
院
の
場
合
も
高
い
で
す
け
れ
ど

何
故
か
と
い
う
と
女
性
の
透
析
恋
者
さ

ん
も
平
均
年
齢
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

平
均
年
齢
が
上
が
っ
て
く
る
と
閉
経
後

の
女
性
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
て

く
る
の
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
栄
養
指
導
の
方

も
も
う
少
し
き
ち
ん
と
し
た
方
が
良
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
中
性
脂
肪

　

（
Ｔ
Ｇ
）
な
の
で
す
が
6
0
歳
前
後
の
女

　

性
に
、
Ｔ
Ｇ
が
４
０
０
嘔
／
ａ
位
あ
る

　

の
だ
け
れ
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

　

と
聞
か
れ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
何
を
食

　

べ
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、
何
も
食
べ

　

て
い
な
い
と
言
う
、
よ
く
聞
い
て
み
る

　

と
ア
メ
を
１
日
に
1
0
粒
位
食
べ
て
い
る

　

と
言
い
ま
す
。
１
日
に
1
0
粒
位
透
析
中

　

に
食
べ
て
も
１
個
７
屁
以
な
の
で
7
0
g
、

　

そ
う
す
る
と
ア
メ
で
１
日
２
４
０
～
２

　

５
０
３
位
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
摂
れ
る
。

　

ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
聞
く
と
、

　

缶
詰
を
食
べ
て
い
る
と
言
う
。
缶
詰
は

　

良
い
の
だ
が
、
カ
リ
ウ
ム
は
抜
け
て
い

　

る
け
れ
ど
も
沢
山
食
べ
る
と
糖
分
の
摂

　

り
す
ぎ
に
な
る
の
で
良
く
な
い
で
す
よ

　

と
言
う
と
、
次
の
検
査
か
ら
下
げ
て
き

・
・
ま
沈
皆
さ
ん
に
話
を
す
る
と
大
抵
の

　

方
が
下
げ
て
き
ま
す
が
、
男
性
の
方
は

ち
ょ
っ
と
動
き
が
鈍
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
女
性
の
方
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
高
め
で
す
か
ら
、
リ
ス
ク
と
し
て

は
同
じ
く
ら
い
か
な
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
ヵ
月
に
１
回
く
ら
い
は
総
合
的
な
血

液
検
査
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
自
分
の
検
査
を
ご
覧
に
な
っ
て
栄
養

士
さ
ん
に
質
問
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

国
民
栄
養
調
査
と
の
比
較

　

表
⑧
こ
れ
は
中
性
脂
肪
（
Ｔ
Ｇ
）
の

動
き
で
す
。
グ
ラ
フ
に
し
て
み
る
と
ど

ん
な
動
き
か
と
い
う
と
女
性
は
甘
い
も

の
が
好
き
だ
し
、
つ
ま
み
喰
い
も
し
ま

す
か
ら
高
い
で
す
。

『瞰●奔の中外●酋の●●
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４

（
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
で
す
が
、
国
民

栄
養
調
査
が
出
た
と
き
に
比
べ
て
み
ま

し
た
。
透
析
の
患
者
さ
ん
の
方
が
あ
る

時
期
は
高
い
の
で
す
が
、
年
を
と
る
と

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
で
も
出
て

き
ま
す
が
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
低
く

て
も
困
り
ま
す
。
高
い
と
脳
梗
塞
、
低

い
と
脳
出
血
が
起
き
た
り
し
ま
す
し
、

細
胞
膜
の
構
成
成
分
で
す
よ
と
、
よ
く

言
い
ま
す
が
、
要
す
る
に
免
疫
で
す
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
が
落
ち
ま
す
か

ら
高
く
て
も
、
低
く
て
も
困
り
ま
す
。

で
す
か
ら
１
０
０
暉
／
ａ
を
切
っ
て
い

る
方
に
は
、
資
料
に
、
栄
養
指
導
で
何

を
す
る
か
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
後
で

読
ん
で
下
さ
い
。
特
に
年
を
と
る
と
低

く
な
り
ま
す
の
で
年
を
と
ら
れ
た
方
は
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
適
正
で
中
性
脂
肪

は
下
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

　

後
は
運
動
を
し
て
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
多
少
上
げ
ま
す
。
多
少
の
ア

ル
コ
ー
ル
、
１
０
０
㎡
位
の
お
酒
は
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
る
働
き

が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
さ
れ
た
ら
良
い
か

と
思
い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
比
較
で
す
が
、
国
民
栄
養
調
査
だ

と
良
い
値
の
方
が
多
く
、
5
0
嘔
／
ａ
位

前
後
の
値
を
保
つ
と
良
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

（
蛋

　

白

　

質
）

　

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
蛋
白
を
制
限

し
過
ぎ
る
と
血
清
碍
一
白
、
要
す
る
に
栄

養
状
態
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
国
民
栄
養
調

査
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も

制
限
を
す
る
と
ど
こ
か
に
歪
が
で
て
き

ま
す
。
国
民
栄
養
調
査
で
は
非
常
に
総

蛋
白
が
良
い
値
が
多
く
、
女
性
の
場
合

は
ち
ょ
っ
と
高
め
、
７
～
８
ｇ
／
ａ
位
、

例
え
ば
７
ｇ
／
ａ
を
切
る
と
ち
ょ
っ
と

難
し
く
、
６
ｇ
／
ａ
切
る
と
ダ
メ
と
い

う
感
じ
、
ご
自
分
の
検
査
デ
ー
タ
を
見

て
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ら
れ
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。
但
し
蛋
白
質
を
多
く
摂

る
と
リ
ン
の
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
新

し
い
分
析
表
が
で
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
参
考
に
さ
れ
た
ら

よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

高
脂
血
症
と
三
大
栄
養
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
摂
り
方

　

高
脂
血
症
の
食
事
基
準
で
す
が
、
原

則
と
し
て
は
食
物
繊
維
の
摂
取
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
は
ど
う
な

れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
、
普
通
は
体

重
χ
ｆ
’
一
‥
｀
位
で
す
が
、
ト
リ
グ
リ
セ
ラ

イ
ド
（
Ｔ
Ｇ
）
値
が
高
い
患
者
さ
ん
だ

と
。
体
重
χ
2
5
‥
｀
位
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
三
大
栄
養
素
と
い
わ
れ
る
脂
肪
、

蛋
白
質
、
糖
質
の
割
合
で
す
が
、
透
析

患
者
さ
ん
の
場
合
、
蛋
白
質
2
0
％
と
い

-８-



●

　

う
と
’
・
・
‘
日
6
5
見
民
で
す
か
ら
、
魚
。
切

。
れ
、
肉
。
切
れ
、
卵
１
個
、
．
Ｕ
腐
１
／

　

４
か
１
／
５
食
べ
れ
ば
人
交
友
で
す
。

　
　

脂
質
で
は
2
0
～
2
5
＞
？
と
非
常
に
少
な

　

い
の
で
、
後
で
出
て
き
ま
す
が
油
の
低

　

を
と
て
も
少
な
く
し
て
も
ら
う
こ
と
に

　

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

糖
質
は
意
外
に
多
い
で
す

　

そ
の
訳

　

は
、
食
品
構
成
で
出
て
き
ま
す
が
、
お

　

砂
糖
な
ど
の
什
い
も
の
は
控
え
て
も
ら

　

い
ま
す
が
、
御
飯
類
は
前
よ
り
多
く
な
っ

　

て
い
ま
す
。
お
砂
糖
な
ど
は
消
化
・
吸

　

収
が
I
　
>
*
-
い
の
で
す
が
、
粒
々
が
あ
る
も

　

の
は
、
消
化
・
吸
収
が
遅
い
で
す
か
ら
、

　

こ
れ
か
ら
は
御
飯
類
を
少
し
多
‐
に
食

　

べ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

　

ま
す
。

　

栄
養
指
導
の
考
え
方

　

表
⑨
商
脂
血
症
の
透
析
患
者
さ
ん
の

栄
養
指
導
の
考
え
方
と
し
て
は
、
１
日

３
回
の
食
事
時
間
を
守
り
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

食
事
時
間
を
守
る
と
い
う
の
は
非
常
に

大
事
な
こ
と
で
、
欠
食
を
し
な
い
で
、

朝
食
を
必
ず
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

３
回
食
べ
る
こ
と
の
１
つ
に
は
薬
の

問
題
が
あ
り
ま
す
、
薬
と
い
う
の
は
、

そ
の
方
の
今
ま
で
の
検
査
デ
ー
タ
を
み

な
が
ら
医
師
が
処
方
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
リ
ン
を
ド
げ
る
目
的
で
沈
降
炭
駿

カ
ル
シ
ウ
ム
が
１
‐
３
川
に
分
か
れ
て

出
て
い
ま
す
が
、
リ
ン
を
ド
げ
る
目
的

な
の
で
、
リ
ン
の
値
、
蛋
白
質
の
鳳
に

応
じ
て
飲
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
お
に
ぎ
り
１
個
食
べ
た
と
き
に

沈
降
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
Ｉ
バ
ッ
ク
飲

ん
で
し
ま
う
と
、
少
し
多
い
の
で
少
な

く
飲
ん
で
お
き
、
お
肉
な
ど
を
沢
山
食

べ
た
と
き
に
多
‐
に
飲
む
と
か
．
Ｌ
友

を
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
透
析

が
長
く
な
ヅ
て
く
る
と
リ
ン
と
カ
ル
シ

ウ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
杵
段
か
ら
自
分
が
飲
ん
だ
薬

表⑨

　

愚析●看の高騰血痙の栄養指毒の勾え方

1.一日3届の食事時間を守り、バランスの良い食事にする．

2.エネルギーを・正にする．

3,コレス予ロールが高い場合は、コレス予ロールの高い

　

物を少なくする．

4,油の使用量と、摂取●訪酸の配合を考える．

S.機翼･特に砂糖やおやつの量と養を考える．

･.食物繊維の心要性と働き、上季な取り方を電解させる．

?.種種的な運●を勧める．

と
食
べ
て
い
る
も
の
を
良
く
考
え
て
い

た
だ
く
>
　
I
と
が
人
切
で
す
。
朝
食
も
必

ず
蛋
白
質
の
も
の
を
摂
っ
て
い
た
だ
い

て
。
沈
降
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
飲
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
に
す
れ
ば
問
題
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
長
時
間
お
腹
が
空
い
た

状
態
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
食
べ
た

物
を
脂
肪
と
し
て
体
に
蓄
え
る
事
を
し
、

中
性
脂
肪
も
増
え
動
脈
硬
化
を
促
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
欠
食
を
せ
ず
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
す
る
事
が
非

常
に
人
事
な
こ
と
で
す

　

そ
れ
と
２
冊

目
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
ｉ
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
沢
山
食
べ
過
ぎ
て
運

動
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
れ
は
結
構

な
の
で
す
が
、
運
動
で
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
い
う
の
は
本
当
に
少
な
い
の

で
、
あ
る
程
度
適
一
に
し
た
方
が
長
生

き
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
、
３
番
目

に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
場
八
日
は
当

た
り
前
で
す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

高
い
も
の
は
食
べ
な
い
、
そ
れ
と
油
の

使
川
吸
と
脂
肪
酸
の
配
べ
‥
で
す
が
。
こ

れ
は
皆
さ
ん
も
考
え
て
い
る
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
、
オ
リ
ー
ブ
油
が
い
い
と
言

い
ま
十
が
、
オ
リ
ー
ブ
油
だ
け
に
偏
ら

な
い
で
下
さ
い
。
そ
う
し
て
俯
質
、
特

に
お
砂
糖
や
お
や
っ
の
質
や
爪
を
号
え

る
。
お
や
っ
も
あ
る
程
唆
は
必
要
な
の

真剣に耳を傾ける参加者

で
摂
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ
は

　
　

９

そ
の
時
の
状
態
に
併
せ
て
摂
－
て
い
た

　
　

・

だ
く
と
良
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
大
事
な

の
が
食
物
繊
維
で
す
。
食
物
繊
維
と
い

う
の
は
水
溶
性
と
ｆ
溶
性
が
あ
り
ま
す

が
、
水
溶
性
の
食
物
繊
維
と
い
う
の
は
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
包
み

込
ん
で
排
泄
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
に
や
く
、
寒
尺
類
、
海
藻
類
に
食

物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
な
る
べ

く
こ
の
よ
う
な
も
の
を
選
ん
で
、
カ
リ

ウ
ム
抜
き
を
し
て
、
食
べ
て
ド
さ
い
、

そ
れ
と
後
で
も
出
て
き
ま
す
が
、
野
姚

類
、
た
け
の
こ
・
ふ
き
・
小
松
渠
と
か

あ
り
ま
す
が
分
析
表
で
ご
覧
に
な
る
と



●

分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
茄
で
た
場
合

に
不
溶
性
で
は
な
く
水
溶
性
の
食
物
繊

維
が
増
え
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
沢

山
食
べ
て
水
分
が
増
え
て
も
困
り
ま
す

が
、
胃
の
負
担
に
も
な
ら
な
い
の
で
良

い
と
思
い
ま
す
。
次
に
必
要
な
の
は
積

極
的
に
運
動
を
す
る
。
筋
肉
を
無
く
す

る
と
筋
肉
は
免
疫
を
司
っ
て
い
る
し
、

体
は
骨
だ
け
で
は
な
く
筋
肉
で
立
っ
て

い
る
訳
で
、
落
と
し
た
筋
肉
は
な
か
な

か
も
と
へ
戻
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
し
て

透
析
の
患
者
さ
ん
は
な
か
な
か
筋
肉
を

つ
け
る
の
は
難
し
い
で
す
。
そ
れ
は
筋

肉
を
作
る
の
に
必
要
な
カ
ル
ニ
チ
ン
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
物
質
が
透
析
に
よ
っ
て

抜
け
る
場
合
も
あ
る
し
、
食
品
も
い
ろ

い
ろ
加
工
を
し
て
い
る
の
で
必
要
な
物

質
が
ぬ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
運
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
骨
格
を

大
事
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

　
　

高
脂
血
症
と
栄
養
の
考
え
方

　
　

表
⑩
透
析
食
と
は
ど
う
い
う
も
の
で

　

高
脂
血
症
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と

　

い
う
こ
と
で
す
が
、
普
通
の
透
析
食
と

　

い
う
の
は
体
重
１
㎏
当
た
り
3
5
1
で
す

≪
｡
か
ゐ
6
0
1
？
の
男
性
で
２
、
０
０
０
～
２
、

　

１
０
０
‥
皿
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
女
性

表⑩

基準透析食

　　

■=

　　

-r㎜

Z践
S3X～f5t
Z3S～nim

70 1　　1

0曹×35kc･1
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詣質

　

33X
糖買S2～S4X

　　

3S1ac

　　

S.3 I

既。

】ﾚλilトS

食勧議議

す
。
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
高
い
と
言

わ
れ
た
時
は
低
く
し
ま
す
。
中
性
脂
肪

が
低
い
場
合
は
あ
ま
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
低
く
す
る
必
嬰
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
性
脂
肪
が
高
い
状
態
が
続
い
て
い
る

と
必
ず
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
上
が
っ
て

き
ま
す
の
で
こ
こ
は
注
意
す
る
こ
と
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
食
物
繊

維
で
す
が
７
ｇ
。
普
通
、
表
の
右
側
の

パ
タ
ー
ン
の
高
脂
血
症
の
食
事
を
す
る

と
食
物
繊
維
は
７
瓦
誕
は
と
れ
ま
す
。

で
も
こ
れ
は
通
常
、
日
本
人
の
必
要
と

言
わ
れ
て
い
る
１
／
３
で
す
。

　

１
日
３
回
バ
ラ
ン
ス
良
く

　

表
○
さ
き
ほ
ど
透
析
患
者
さ
ん
は
、

１
日
３
回
の
食
事
時
間
を
守
り
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
に
す
る
と
言
い
ま
し

た
が
、
異
化
作
用
の
充
進
、
食
べ
な
い

で
お
腹
が
す
い
て
い
る
と
人
間
の
体
と

い
う
の
は
貯
る
こ
と
を
し
ま
す
。
あ
る

徨
度
は
中
性
脂
肪
で
処
理
し
ま
す
が
、

脂
肪
が
何
も
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
何
が
起
こ
る
か
と
い
う
と
、
体

の
細
胞
を
壊
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え

よ
う
と
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
尿
素
窒

素
も
上
が
る
し
、
体
も
痩
せ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
防
ぐ
為
に
、

長
時
間
空
腹
に
も
し
な
い
、
過
食
も
し

表(n)

一日3霞の食事鴫間を守り、バランスの良い食事にする。

バランスの良い象露素の摂取で

桐用寒が良くなる．

ｌと遥食の植返し．

輿化作用のこう遭

皮下●訪の貯留

中性脂肪の上昇

　　　　　　　

-

な
い
こ
と

で
す
。
過

食
を
す
る

と
、
皮
下

脂
肪
の
貯

蔵
に
も
な

７
奪
Ｔ
し
、

中
性
脂
肪

の
上
井
に

も
な
り
ま

す
の
で
、

バ
ラ
ン
ス

よ
く
、
栄

養
素
の
良

い
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
。

　

標
準
体
重
を
参
考
に

　

表
⑩
次
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適
性
に
す

る
こ
と
で
す
。
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
と
標

準
体
ｍ
を
参
考
に
し
て
決
め
ま
す
の
で
、

ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
だ
け
を
参
考
に
し
て

い
た
ら
。
だ
ん
だ
ん
痩
せ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
よ
く
標
準
体
重
と
は
？
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
簡
便
な
の
は
、
身
長

が
１
５
０
ｍ
位
迄
の
方
が
対
象
に
な
る

の
で
す
が
、
自
分
の
身
長
か
ら
１
０
０

を
引
い
て
Ｏ
・
９
を
か
け
る
。
例
え
ば
、

身
長
が
１
６
０
ｍ
の
方
は
｝
｀
０
１
】

-－10

の
場
合
は
１
、
８
０
０
～
Ｉ
、
９
０
０

‥
四
、
そ
の
人
の
働
き
に
応
じ
て
こ
れ
く

ら
い
で
す
。

　

あ
と
、
蛋
白
、
脂
質
、
糖
質
も
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
質
と
い
っ

て
も
砂
糖
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
脂
血
症
と
い
わ
れ
た
場
合
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
制
限
し
ま
す
。
蛋
白
は
普
通

に
摂
る
け
れ
ど
、
こ
れ
は
チ
ョ
ッ
ト
む

ず
か
し
い
の
で
男
性
の
場
合
　
　
出
尻
剛
後
、

女
性
で
す
と
6
0
～
6
5
g
。
１
日
で
脂
質

が
2
2
％
と
減
っ
て
い
ま
す
。
糖
質
が
多

く
な
っ
て
、
脂
質
が
3
3
％
か
ら
2
2
％
に

減
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
澱
粉
製
品
、

御
飯
、
う
ど
ん
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

摂
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
り

　

表⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　

りて身前ｏ
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まき艮後．０
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

すまがが×

　

゜

　

むき=!E－を画正にする･

　　　　　　　　　　

のす多標゜

そ

　　

と楯単体重を参考にして決めます・

　　　　　　　　

での少準゜

　　

太っている場きは減量します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヽ

　

．低

　

体

　

ｅ
仕

　　

基準では体重lkc-3SKc・1で、萬●血痙の●合25~30KMIとなりま

　　　

栄
ダいｍふ

は

　　　

’

　　　　　　　　　　　　　　　　

養他々と４

い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

士の高酉

　

゜
ろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に計いわそ
いとり重基すかき卜し重分で思が聞算方れの

ろ書

　

｀１準

　

゜とれロてをできいよか方はて十

ない35 kg で次思ば｜　｀口標れまいれ法変いー

条てkalあはにい理ルコ安準ばすかたがわま５
件あでた体

　

｀ま想でンに体自

　

゜と方あっt kg

が
あ
り
ま
す
の
で
、
栄
養
士
に
相
談
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
Ｔ
Ｃ
・
高
リ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　

物
は
避
け
る

　

表
⑩
そ
れ
で
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

商
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
卵
顛
が
高
い
で

す
か
ら
卵
の
黄
身
を
半
分
に
し
た
ら
良

い
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
魚
卵
は
割
と
コ

表⑩

　

コレステロールが富い編合は、コレズ肇ロールの高い物

　

を少な

くする．

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が

高
い
の
で

す
が
、
筋

子

　

・

　

ト

ビ
ッ
子
・

タ
ラ
コ
な

ど
は
リ
ン

は
そ
れ
ほ

ど
高
く
な

い
で
す
。

そ
れ
か
ら

低
い
の
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い
と

い
わ
れ
た
方
は
最
を
注
意
し
て
食
べ
た

ら
良
い
か
な
と
も
思
い
ま
す
。
肝
瞰
類

と
い
う
の
は
、
非
常
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
も
リ
ン
も
商
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

尿
素
窒
繁
が
本
当
に
上
が
り
ま
す
、
レ

バ
ー
を
食
べ
る
と
上
が
り
ま
す
の
で
あ

ま
り
食
べ
な
い
方
が
良
い
と
お
も
い
ま

す
。
次
に
卵
黄
で
す
が
、
Ｉ
ケ
2
0
g
で

Ｗ
　
　
叫
／
ａ
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
あ
り
、

１
日
分
を
摂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
割
合
、

リ
ン
は
低
い
で
す
。
次
に
バ
タ
ー
、
ど

内
臓
類
は

　
　

こ
か
の
資
料
に
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま

食
べ
な
い

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
尿
素
窒
素
だ

け
が
あ
が
り
ま
す
。
非
常
に
、
効
率
が

悪
い
の
で
摂
ら
な
い
方
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
う
な
ぎ
に
つ
い
て
は
、
最
を
考

え
て
食
べ
て
も
ら
え
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。
基
準
の
透
析
食
な
ら
３
６
１
鵬
／

ａ
位
、
高
脂
血
症
食
で
は
２
３
６
～
１

１
１
昭
／
硯
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

表
⑩
こ
れ
は
表
に
し
た
も
の
で
す
が
、

筋
子
は
リ
ン
が
割
合
少
な
い
で
す
。
食

べ
て
も
い
い
と
い
う
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
。
最
が
閻
題
で
す
。
う
な
ぎ
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
商
い
で
す
し
、
リ

ン
も
高
い
で
す
。
し
し
や
も
な
ん
か
も

リ
ン
が
高
い
で
す
。
数
の
子
は
リ
ン
が

表⑩
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す
が
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
低
い
と
言

わ
れ
た
場
合
は
上
げ
る
工
夫
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
時
に
は

バ
タ
ー
が
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
上

げ
る
工
夫
を
し
て
い
っ
た
方
が
良
い
と

思
い
ま
す
。

　

脂
肪
及
び
脂
肪
酸
の
分
類

　

表
⑩
脂
肪
及
び
脂
肪
酸
の
分
類
で
す

が
、
さ
き
ほ
ど
、
脂
肪
の
話
が
で
て
い

ま
し
た
が
。
飽
和
脂
肪
酸
と
一
価
不
飽

和
脂
肪
酸
、
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
、
こ

れ
は
豚
と
か
、
牛
と
か
の
脂
肪
で
す
。

表⑩
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貳
町

こ
れ
も
あ
る
程
度
は
必
要
な
の
で
す
が
。

一
価
不
飽
和
脂
肪
酸
、
代
表
的
な
も
の

が
オ
リ
ー
ブ
油
、
な
た
ね
油
、
そ
う
い

う
も
の
に
入
っ
て
い
ま
す
。
多
価
不
飽

和
脂
肪
酸
は
今
と
て
も
も
て
は
や
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。
い
わ
し
、
さ
ん
ま
に
入
っ

て
い
ま
す
。
リ
ノ
ー
ル
酸
と
い
う
の
は
、

普
通
の
サ
ラ
ダ
油
、
こ
れ
も
必
要
で
す
。

こ
の
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
で
す
が
、
例

11
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え
ば
、
い
わ
し
・
さ
ん
ま
は
酸
化
し
や

す
い
の
で
、
新
鮮
な
も
の
を
食
べ
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
同
時
に
酸
化
を
予
防

す
る
た
め
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
か
Ｅ
と
か

β
カ
ロ
チ
ン
、
β
カ
ロ
チ
ン
は
最
近
出

て
き
て
、
非
常
に
重
要
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
に
つ
い
て
も
皆

さ
ん
Ｅ
を
飲
ん
で
い
る
方
も
い
ら
っ
し
や

る
と
思
い
ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
、

酸
化
防
止
に
良
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
β
カ
ロ

チ
ン
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　

油
の
使
用
に
つ
い
て
さ
き
ほ
ど
も
出

て
い
ま
し
た
が
、
透
析
食
は
非
常
に
油

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
多
分
４
、
５
年

表⑩

魯秘義訪雌

　　　

一魯不輸Kianii

・●

●

諮

１５

５
の
割
合
で
良
い
と
い
わ
れ
て
い

岫船

前
ま
で
は
、
非
常
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

れ
が
今
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い

●

●１

オ
リ
ー

なブ

た油

ね

　

・

ま
１
・

１５

　

と

コ
ー
ン

ラ油

ダ

　

も

油サ

も
１
で

す
。
１

か
１
・

い
ま
す

る
形
の
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
粉
ア

メ
で
は
な
く
、
テ
ト
ラ
ス
タ
ー
を
使
う

と
か
、
オ
リ
ゴ
糖
も
良
い
で
す
。
こ
れ

は
、
げ
ん
た
そ
ば
・
げ
ん
た
う
ど
ん
と

い
い
ま
す
。
多
分
、
食
べ
た
方
も
い
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ン
・
た
ん
ぱ
く

が
少
な
い
で
す
。
主
食
が
で
き
て
い
る

の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
使
う
と
か
、

あ
と
は
澱
粉
製
品
で
す
。
そ
う
い
う
も

の
を
使
う
と
、
砂
糖
の
代
わ
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
良
い
か
と
思
い
ま

す
。

の
で
摂
ら
れ
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

表
０
今
ま
で
は
、
ア
メ
や
ゼ
リ
ー
が
で

て
い
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
が
、
そ

基
準
食
品
構
成
の
変
化

表
⑩
基
準
食
品
構
成
の
変
化
で
す
が

　

油
は
、
か
さ
が
少
な
く
食
べ
や
す
い

の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
摂
り
や
す
い
の
で

す
。
こ
れ
が
問
題
で
今
は
、
高
脂
血
症

と
い
わ
れ
た
な
ら
。
4
0
g
F
2
0
g
こ
の

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？
普
通
に
使
う
油

で
す
が
、
さ
き
ほ
ど
出
て
い
ま
し
た
よ

う
に
３
種
類
の
脂
肪
酸
の
話
が
よ
く
出

て
き
ま
す
。

　

表
⑩
最
近
の
話
題
は
、
こ
れ
は
札
幌

市
の
資
料
に
出
て
い
た
の
で
す
が
、
バ

タ
ー
と
か
牛
脂
肪
、
豚
の
脂
肪
、
嬰
す

る
に
常
温
で
溶
け
な
い
形
の
油
。
固
形

の
油
が
こ
れ
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
１
で
、

表⑩

一糖質-

-･一一

基準こ
-
高脂鹿Ｓ

澱粉●ａ

ずんたうどん．そぱ

ﾄa刈ﾝλ鳥づﾌ1

nﾕ｀糎

砂糖

附飴

t 'i-≫め祁

ま
す
。
粉

ア
メ
で
す

が
、
テ
ト

ラ
ス
タ
ー

と
い
う
の

が
で
て
き

ま
し
て
、

こ
れ
は
イ

ン
ス
リ
ン

を
あ
ま
り

使
わ
な
い

で
ゆ
っ
く

り
吸
収
す

表⑩

　　

基準食品構成の変化
　　　　　10年前　現在

ごはん　450k　660g

匹陽三

[]Ｅ
20g

-
25g
-

-
40g

-
70g
-

10g
-
25g
-

-
40g

-
70g

-

1
0
年
前
で
御
飯
が
４
５
０
ｇ
／
１
日
、

現
在
は
６
６
０
ｇ
／
１
日
位
で
す
。
で

す
か
ら
１
回
に
２
２
０
ｇ
そ
れ
を
３
回

食
べ
て
も
ら
う
と
良
い
の
で
す
。
女
性

の
方
は
１
８
０
Ｑ
Ｏ
Ａ
Ｊ
か
２
０
０
ｕ
>
を
き
っ

て
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
通
常
男

性
の
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
粉
ア
メ

も
お
砂
糖
も
随
分
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
普
通
の
透
析
患
者
さ
ん
で
す
け
れ

ど
、
高
脂
血
症
と
言
わ
れ
た
ら
ど
う
す

る
か
と
い
う
と
、
砂
糖
で
６
ｇ
。
で
す

か
ら
、
小
さ
じ
２
杯
く
ら
い
に
な
り
ま

す
。
澱
粉
製
品
を
多
く
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
油
は
2
0
刄
征
と
、
半
分
く

ら
い
に
減
っ
て
い
ま
す
。
油
を
制
限
す

る
か
ら
と
い
っ
て
、
全
然
食
べ
な
い
の

は
や
は
り
困
り
ま
す
の
で
。
油
は
適
最

必
要
と
い
う
こ
と
で
使
っ
て
み
て
下
さ

い
。
蛋
白
質
は
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
を
7
0
g
摂
る
と
い
う
の
は
、

リ
ン
の
問
閣
が
あ
っ
て
非
常
に
難
し
い

で
す
。

　

食
物
繊
維
の
分
類
と
主
成
分

　

表
⑩
食
物
繊
維
と
い
う
の
は
、
こ
う

い
う
も
の
だ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、

こ
の
中
の
水
溶
性
の
食
物
繊
維
と
い
う

の
は
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
非
常
に
下

げ
る
働
き
が
あ
り
、
ま
た
中
性
脂
肪
も

－12－
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表⑩

l^t≪9MI(皐１･ＵＪタ｝Ｓａと.l£心1,兌多j･

ｇ淵 分Ｕ 咸９

水濤性 鼻構逢物質
{大秋物刄ぴ

　　≪(|D≪I)

べヶｆン震 ガラクツＵｔン

植物ガム ホリウロニＦ

粘貫恟 ガラクトマン喰ン

ヶルコマンｆン

●海参餉辣 ア４ギ．皺、齢ラギーｆン

化学綿飴ー暁雄 d･l･またUuiりjl･･HO J

白蝋 ア１り輪Ｓ輪 ホリーヂ参‘4｝ロース

下
げ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ギ
ン

酸
と
い
う
の
は
海
藻
の
も
の
。
カ
ラ
ギ
ー

ナ
ン
と
か
、
こ
れ
は
最
近
よ
く
で
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ペ
ク
チ
ン
で
す
が
、

こ
れ
は
例
え
ば
ジ
ャ
ム
な
ど
に
入
っ
て

い
て
、
そ
う
い
う
ペ
ク
チ
ン
質
の
も
の

は
、
健
康
食
品
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
売
っ

て
い
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
る
の
も
良
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ポ
リ
テ
キ
ス
ト
ロ
ー
ス
と
い
う
の
は
。

フ
ァ
イ
ブ
ミ
ニ
な
ど
に
入
っ
て
い
る
繊

維
で
こ
れ
が
出
た
時
に
、
私
の
と
こ
ろ

*fi8n 薯亀ｌの愉・物質

tiULi-:* μ－Ｕ－グルカン

へｌセ4【j－ス
（稼七ルロー･4参職1･）

●シラン

マンｆン

ガ９ク９ン

ペクチン喬（水film) が呼クツロナン

リグニン 弩勝義痍化氷ま●合体

キ畢ン ポリグルコサミン

岫織情倒シリーズ（食物纏岫の知輿）

　　　　　　　　　　　　　　　　

讐岬

で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
、
例
え

ば
中
性
脂
肪
が
商
い
方
と
か
、
糖
尿
の

方
と
か
に
、
２
ヶ
月
く
ら
い
続
け
て
使
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
ら
、
中
性
脂
肪
が
下

が
り
、
良
い
結
果
が
あ
り
ま
し
た
し
、

お
通
じ
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
食
べ
た
も
の
を
早
く
消
化
管
を
通

過
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
、
中
性
脂
肪
・

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
と
い
う
働

き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
良
い
と
思
い
ま

す
。
水
溶
性
で
な
い
も
の
と
い
い
ま
す

と
、
「
ふ
き
」
の
中
に
入
っ
て
い
る
繊
維

な
ど
を
い
い
ま
す
。
そ
れ
も
必
要
で
す
。

セ
ル
ロ
ー
ス
と
い
う
の
で
は
、
ど
こ
か

の
メ
ー
カ
ー
で
も
出
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
や
は
り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る

の
で
は
な
く
、
お
通
じ
の
便
の
か
さ
を

増
す
と
い
う
こ
と
で
は
良
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

食
物
繊
維
の
働
き

　

表
四
食
物
繊
維
の
働
き
は
便
性
状
を

改
善
し
、
排
便
数
を
増
や
し
ま
す
の
で
、

非
常
に
良
い
訳
で
す
。
そ
れ
か
ら
食
班

性
脂
質
の
吸
収
を
抑
さ
え
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
上
昇
を
抑
さ
え
ま
す
。
こ
れ

は
、
水
溶
性
が
特
に
強
い
の
で
す
。
耐

表⑩

食物繊維の働き

1.食物の消化管通過時間を短縮し便通、

便性状を改善する。排便量を増やす。

2.食事性脂質の吸収を抑えて]ﾚｽiﾛｰﾙ

の上昇を抑制する。

3.耐糖能異常を改善する。

4.腸内細菌の種類を変動させる。

糖
能
異
常
を
改
善
す
る
、
ゆ
っ
く
り
糖

l
a
が
吸
収
さ
れ
る
の
で
そ
う
い
う
こ
と

で
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
ゆ
っ
く
り
使
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
高
脂
血

症
、
糖
尿
を
予
防
し
ま
す
。
透
析
の
患

者
さ
ん
で
も
段
々
高
脂
血
症
、
耐
糖
能

異
常
、
血
糖
が
上
が
っ
て
く
る
人
が
い

ま
す
の
で
是
非
注
意
し
て
戴
き
た
い
で

す
。
も
う
一
つ
食
物
繊
維
の
話
で
す
が
、

透
析
患
者
さ
ん
は
野
菜
を
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
家
族
の
方
が
同
じ
よ
う
に

制
限
し
た
ら
長
生
き
で
き
ま
せ
ん
。
家

族
の
方
に
は
一
日
３
０
０
ｇ
～
４
０
０

ｂ
Ｃ
位
、
野
菜
・
果
物
を
摂
っ
て
も
ら
う

配
慮
も
必
要
で
す
。
耐
糖
能
異
常
を
改

善
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
オ
リ
ゴ
糖

で
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
を
増
や
す
と
か
、
場

内
細
菌
の
種
類
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
な

ど
が
重
要
で
す
。

　

段
々
年
を
と
る
と
腸
内
細
菌
が
Ｏ
に

近
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
ガ
ン
の

リ
ス
ク
が
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
野
菜
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

調
理
に
よ
る
カ
リ
ウ
ム
変
化

　

表
０
野
菜
を
多
く
摂
る
と
カ
リ
ウ
ム

が
心
配
で
す
が
、
タ
ケ
ノ
コ
は
水
溶
性

の
食
物
繊
維
が
多
い
の
で
、
生
よ
り
缶

詰
を
利
用
し
て
下
さ
い
。
玉
ね
ぎ
は
茄

－13－
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表⑩

調理に依るカリウムの変化

画でと缶詰

-

竹の子

生 Ｓ４

蘇 叙・

１着

良 lg･

水編し 嘱４

籍 IMk

捺けにくい権
臣里］

で
た
ら
繊
維
だ
け
が
残
っ
て
あ
ま
り
よ

く
な
い
の
で
水
に
さ
ら
す
の
が
一
番
良

い
で
す
。
玉
ね
ぎ
は
神
経
を
安
定
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
ま
す
し
、
手
軽
で
水
に

さ
ら
す
と
カ
リ
ウ
ム
も
減
り
ま
す
。
そ

れ
と
モ
ヤ
シ
こ
れ
は
最
高
で
す
。
非
常

に
カ
リ
ウ
ム
も
抜
け
易
く
手
怪
な
の
で

使
っ
て
下
さ
い
。
小
松
菜
は
半
分
位
減

り
ま
す
が
、
使
う
分
最
は
制
限
さ
れ
ま

す
。
ゴ
ボ
ウ
で
す
が
、
な
か
な
か
抜
け

に
く
く
、
さ
さ
が
け
に
し
て
前
日
か
ら

水
に
つ
け
て
ゆ
で
こ
ぼ
し
を
し
て
使
わ

れ
る
と
も
う
少
し
抜
け
る
と
思
い
ま
す

の
で
。
ゴ
ボ
ウ
も
必
要
な
食
品
で
す
か

ら
是
非
お
使
い
く
だ
さ
い
。

表
＠
良
く
使
わ
れ
る
野
菜
の
食
物
繊

表命

良く使われる野菜の食物繊維と･9ｳﾑ

ftl'll'l り随 を蜘雄勝 カリウム

蜀缶 50 １４ 43

''ぽう生 50 ４３ 165

ごぼう水６ 50 Ｓ６ 165

1.やｌぷl 50 ０３ 26

フりコト 50 ０５ 90

小松堡 50 １７ 100

lj熱水訥Ｌ so ０４ so

維
で
す
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

　

天
然
β
カ
ロ
チ
ン

　

表
⑩
天
然
β
カ
ロ
チ
ン
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
作
用
が
あ
り
ま

表⑩

天然β一カロチンは、体内での

コレス予ロールの合皮をB≪L.

さら4こ輿中のLI)レニＸ／ステＱ－

ルの濃度１僅下させます

　

＠1
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す
。
β
カ
ロ
チ
ン
は
非
常
に
生
体
膜
に

い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
こ
う
い
う

も
の
も
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

朝
食
を
し
つ
か
り

　

表
＠
一
日
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
朝
食

を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

表(８

　　　　

朝食をしっかり食べよう

　

今回の輿査では、舅女とも２０畿代の「輯食政き」が多く、

とくに男性は４人に一人が笥食をとっていません．朝食を抜く

と活動凛となるエネルギーが不足します．

１日のスタートとして嘲食をしっかり食べましょう

　

いや

霞へた･

　

ない

　

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
な
い
と
、
体

温
も
上
が
ら
な
い
の
で
、
活
動
し
づ
ら

い
の
で
す
。
食
べ
ら
れ
な
い
方
も
夕
食

を
少
な
く
し
て
お
い
て
、
朝
食
を
食
べ

る
習
慣
を
つ
け
る
と
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
成
り
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
頭
の
働

き
も
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
食
べ

て
く
だ
さ
い
。

　

表
⑩
食
物
繊
維
で
す
が
2
0
g
は
摂
っ

て
下
さ
い
。

　

野
菜
は
３
０
０
ｇ
こ
の
く
ら
い
食
べ

ま
し
よ
う
、

表⑤

　

○穀類や野菜の摂取不足は生活習慣病

　　

とかかわりが深い食物繊維の不足に

　　

つながります。

　

○食物繊維の摂取量

全国14.7g

　　　

札幌13.2g

食物重雄の目覆■は一日２０ eiU上

　

表
⑩
歩
き
ま
し
よ
う
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
が
、
歩
く
の
が
。
番
だ
そ
う
で

す
。
荷
物
を
持
た
な
い
で
、
荷
物
を
持

つ
な
ら
背
中
だ
そ
う
で
す
。
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
っ
て
歩
い
て
下
さ
い
、
3
0
分
か

表酋

皿麿な躍圃は………●くのはいt堰足て1日|万夢

ララフt佩揚30Qn度
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●

゛
’
そ
こ
ら
歩
か
れ
る
と
あ
る
程
度
良
い
よ

　

う
で
2
0
分
以
上
で
体
脂
肪
を
燃
や
し
始

　

め
る
そ
う
で
す
。

　
　

適
度
な
運
動
が
大
切

　
　

表
○
適
最
に
食
べ
て
適
度
に
動
く
生

　

活
と
い
う
の
は
だ
れ
で
も
同
じ
で
す
。

　

札
幌
の
市
民
6
0
％
が
運
動
不
足
と
思
っ

　

て
い
ま
す
。
無
理
な
運
動
を
す
る
よ
り

　

も
、
ま
ず
は
歩
く
と
い
う
こ
と
か
ら
は

　

じ
め
て
下
さ
い
。
も
う
一
つ
歩
く
の
は

　

い
い
の
だ
が
足
に
負
担
が
か
か
る
の
で

　

例
え
ば
筋
肉
や
足
に
障
害
が
出
て
き
た

　

ら
、
プ
ー
ル
な
ど
の
水
の
中
で
動
か
し

　

ま
す
と
、
浮
力
が
付
い
て
無
理
が
か
か

　

ら
な
い
、
そ
う
す
る
と
よ
い
で
す
。

○

　　　

’罰●食べて適度に動く生活を口

　

札幌市民の６０％が「連勁不足」と思ってい

ます。さらに男性は３０歳すぎから体瓦iが急に

増えてきます。

　

無理な運動をするよりも、まず歩くことから

はじめましょう。

栄
養
一
ロ
メ
モ

　

最
近
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
常
値
は

日
本
人
の
成
人
で
１
３
０
鵬
／
ぷ
↓
２

２
０
嘔
／
ａ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
通

常
は
高
い
の
で
下
げ
る
よ
う
に
云
わ
れ

て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、
透
析

患
者
さ
ん
の
中
で
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
が
低
め
の
人
が
み
ら
れ
ま
す
。
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
細
胞
膜
を
作
っ
た
り
、

胆
汁
酸
や
ホ
ル
モ
ン
を
作
る
の
に
必
要

で
す
。
多
過
ぎ
ず
、
少
な
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

＝
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
す
の
に
は
、

多
く
含
ま
れ
て
い
る
食
品
で
あ
る
、
卵

や
牛
乳
、
魚
介
や
魚
卵
を
食
べ
る
と
良

い
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
食
品
に
は
Ｐ

　

（
リ
ン
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｐ
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
少
な
く
て
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
が
入
っ
て
い
る
食
品
を
少

し
づ
つ
摂
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

ど
ん
な
物
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
一

番
手
軽
な
の
が
バ
タ
ー
で
す
。

　

パ
タ
ー
ー
０
０
ｇ
中

　
　

C
a

　
　
　
　
　
　
　

1
5
嘔
／
a

　
　

P

　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
5
嘔
／
ａ

　
　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

２
１
０
嘱
／
ａ

　

一
日
に
2
0
g
程
度
を
目
安
に
し
て
、

検
査
値
を
見
な
が
ら
加
減
し
ま
す
。

　

栄
養
的
に
は
低
リ
ン
ミ
ル
ク
を
飲
む

の
も
良
い
方
法
で
す
。

　

最
後
に
最
近
の
透
析
患
者
全
体
を
通

し
て
、
糖
尿
病
性
腎
症
が
増
え
た
り
、

透
析
歴
の
長
い
患
者
さ
ん
で
は
、
高
血

糖
、
高
Ｔ
Ｇ
血
症
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
り
す
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
症
状
及
び
栄
養
状
態
、

ま
た
生
活
環
境
等
も
複
雑
に
異
な
る
た

め
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
見
合
っ
た

細
か
い
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
藤
妙
子
先
生
の
略
歴

　

昭
和
3
2
年

　
　

天
使
女
子
短
期
大
学
食
物
栄

　
　

養
科
卒
業

　

昭
和
4
8
年

　
　

八
千
代
病
院
勤
務

　

昭
和
4
9
～
5
2
年

　
　

な
ら
し
の
第
一
病
院
勤
務

　

昭
和
5
4
～
5
8
年

　
　

ニ
ッ
ケ
イ
食
品
㈱
北
海
道
教

　
　

育
研
究
所

　

昭
和
5
9
～
現
在

　
　

札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

管
理
栄
養
科
科
艮

ｉ
Ｉ
。

　 　
　

　 　 　
一一

　 　 　
－ ● - ● - ● － ● － ● 1● － ･ - ● ●－ ･ － ● － ●- － ●

《道腎協第23回定期総会について》

Ｉ
Ｉ
ｅ
ｉ
Ｉ
１
１
１
ｅ
６
‐
ａ

　

道腎協の第23回定期総会は、平成12年５月21日(日)小樽国際ホテルにお

いて開催予定です。

　

詳細が決定次第、各地方腎友会に連絡致しますので、多数の参加をお

願い致します。

一
ｒ
●
゛
！
Ｉ
゛
Ｉ
゛
！
！
Ｉ
゛
！
！
ｌ
’
ｅ
゛
ｓ
Ｉ
’
Ｉ
゛
！
９
゛
●
゛
●
．
ｓ
．
ｓ
’
！
ｓ
‘
ｅ
゛
！

●
ゝ●－●－●－･－･－･－●－･－･－●－●－･－･－●－●－･●･－●－●－･－●一嘩●－･－●－･－･・･－･－●－－－･－･－●－･●･－●
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●

　

ｉ
ｉ
ｉ
-
成
Ｈ
年
９
川
1
2
口
剛
、
北
海
道
の
地
域
性
を
考
慮
し
、
全
国
に
先
駆
け
札

幌
な
ど
。
部
地
城
を
除
く
、
全
道
Ｈ
ヶ
所
の
地
城
患
者
会
組
織
で
約
４
５
０
名

の
患
者
や
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
や
協
力
団
体
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
城
の
特

色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
尿
検
査
試
験
紙
な
ど
を
配
布
し
、
死
後
の
臓
器
（
腎
瞰
）
提
供
へ
の
理

解
を
求
め
、
腎
提
供
者
拡
Ｆ
へ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
し
た
。

〈
小
樽
後
志
地
方
腎
友
会
〉

会
場
は
昨
年
と
同
じ
サ
ン
モ
ー
ル
．

サンモール１番街（小樽）

番
街
で
。
患
者
・
家
族
・
医
療
関
係
者
。

計
1
9
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
風
船
、
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
配
布
し
、
無
料
血
圧
測
定
を
実
施

し
、
国
会
請
願
の
署
名
用
紙
を
持
参
し

署
名
を
し
て
唄
き
ま
し
た
。

　

前
目
の
道
新
朝
刊
（
小
樽
版
）
に
掲

戟
さ
れ
ま
し
た
が
、
共
催
や
協
賛
、
後

援
の
１
づ
る
が
無
い
の
が
今
後
の
課
題

で
す
。

　
　
　

（
報
告

　

北

　
　

征
ｆ
）

〈
旭
川
地
方
腎
友
会
〉

て
ｆ
付
き
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
お

い
た
物
を
。
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
配

布
し
ま
し
た
。

　

又
、
肖
日
は
テ
ン
ト
を
張
り
、
ゼ
ッ

ケ
ン
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
の
ぼ
り
、
立
看

板
な
ど
を
用
意
し
、
無
料
血
圧
測
定
や

医
療
相
談
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

報
道
関
係
1
7
社
へ
取
材
協
力
を
お
願

い
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
杜
の
取
材

も
得
ら
れ
な
か
っ
た
事
は
今
後
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

買
物
公
園
に
あ
る
マ
ル
カ
ツ
デ
パ
ー

　
　

ー
・
１
Ｈ
．

ト
前
に
患
者
、
家
族
、
医
療
・
行
政
関

係
者
な
ど
‥
Ｊ
名
が
ｍ
＜
ｚ
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

２
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
個
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
付

き
の
チ
ラ
シ
ー
、
０
０
０
枚
を
、
前
も
っ

　
　
　
　
　

（
報
告

　

岩
本
美
津
枝
）

〈
留
萌
地
方
水
無
人
腎
友
会
〉

留
萌
で
は
留
萌
巾
内
と
羽
幌
町
に
分

か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

留
萌
で
は
留
萌
ラ
ル
ズ
前
と
マ
ッ
ク

ス
バ
リ
ュ
ー
前
の
２
ヶ
所
に
計
2
2
名
が

集
八
口
し
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
っ
て
巾

民
に
呼
び
か
け
意
思
表
示
カ
ー
ド
等
を

配
布
。
翌
‐
に
‐
刊
留
萌
に
記
事
が
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
幌
で
は
患
斉
１
９
一
名
、
医
療
ス
タ
ッ

フ
ー
名
の
計
1
3
々
ｎ
が
羽
幌
町
の
八
幡
屋

前
で
、
意
思
表
示
カ
ー
ド
や
尿
検
査
試

験
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
。
血
圧
測

定
も
実
施
し
ま
し
た
。

腎
バ
ン
ク
の
ひ
録
呼
び
か
け

ａ
Ｊ
Ｈ
Ｆ
ａ
‥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
ｍ
ｔ
-
　
>
　
'
■
'
・
．
'

・

-
-

　
　
　

水
ｊ
Ｋ
ｒ
ｗ
r
n
ｔ
ｔ
-
Ａ
ｒ
-
ﾝ

　
　
　

■

　
　
:
≪
・
！
■
.
■
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
.
.
■
（
■
≫
≪
'
・

Ｔ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峰
一
Ｉ
‐
Ｓ
囃
Ｋ
＊
-
ｎ

　

ｉ
！
・
■
・
＜
・
・
　
　
　
≪
≫
・
-
-
　
≫
ｉ
ｃ
ｃ
≫

　

　
ｒ
　
＝
･
≫
≪
･
.
＊
･

ｃ
≪
i
>
ｃ

-
-
Ｉ
Ｋ
Ｍ
Ｓ
Ｂ
ａ
ａ

Ｃ
-

ｔ
ａ
ｒ
ｎ
-
綺
Ｓ
Ｓ
ｉ
ど
番
ｇ
ｌ
卜
ぐ
ａ
ヽ
-
<
　
Ｃ
Ｂ
Ｃ
＊

･
<
■
・
・
≪
>

≪
-
･
!
＊

ｚ
.

・
-
　
≪
･
＊
　
･
■
。
Ｗ
』
｜
i
.
ａ
　
　
　
・
-
.
ｆ
ｔ
.
　
　
.
*
･
こ
<
;
■

ｔ
ｖ
a
i
-
贅
〃
‘
．
雪
韓
c

’
t
.
-
.
≪
≪
l
i
≫
|
i
a
j
c
:

Ｂ
Ｓ
≪
-
柵
ｃ
ａ
＾
ａ
ａ
ｎ

≪
■
・
･

r
-

＊
ｉ
-

・
≪
j
>
^
.
ｌ
≪
.
.
"
ｉ

ｉ
ｉ
ｔ
鵬
鉢
I
I
-
　
≪
≪
桐

贅
』
Ｓ
ら
’
ｍ
ｍ
.
ｉ
ｔ
ｃ
^

-
.
・
-
＾
-

ｔ
≪
≪
≪
-
5
i
　
-

＊
ｌ
≪

【
り
ぶ
い
｛
．

　

雫
Ｉ
ｆ
４
・
？
ｌ
香

≫
ｒ
讐
-
＊
*
-
≪
・
≪
・
’
■

≫
*
　
>
-
　
'
.
･
･
・
£
・
≪
’

冑
綿
岫
Ｉ
・
ｒ
鶴
･
'
＊
≪
>

.

.
＞
.
.
<
.
≫
≪
≪
ａ
｜
.

■
　
＊
t

■
･
ｅ
.
.
ｔ
＊
-
"

≪
≫
』
・
・
・
ｖ
≪
n
≪

<
.
　
■
-
　
　
･
≪
≪
・
・

･
■
.
・
･
･
、
≪
Ｃ
<
i
.
>
Ｂ
９
？
ａ

■
　
-
>
≪
≪
　
≪
-
■
■
一

･
　
　
’
　
-
　
　
.
≫
ｔ
ｌ
＜
ｔ

.

＊

≫
ｆ
≫
-
５
圃
ｗ
-
ｎ

■

ｃ
一
．
一
一
匈
t
-
ｓ
繭

・

ａ
ｃ
≪
奥
4
.

＜
ｔ
Ａ
ｌ

■
>
・
･

ｔ
＊
　
■
'
･
≪
ｒ
O

－
’
‐
へ
輔
Ｓ
軸
ｔ
≪
≪
-
i

　

＊
£
-
　
･
’
<
>
参
一
　
･

･
　
ｓ

≪
　
≪

■
-
･

W
＊
‐
Ｓ
Ｉ

皿
<
.
笥
■
≪
＜
ａ
ｃ
ｉ
.
ａ
ｅ
'

一
Ｉ
香
り
ヽ
　
　
ｔ
　
≫
･
　
-

ｉ
冑
傭
･
≫
…
≪
-
_
・
．
”

む

．
Ｉ
．
皿
・
峰
ｓ
Ｉ

冒
>
≪
≪
･
　
i
-
讐
一
ｉ
ｔ
　
　
＊
≪
・
･
･
…
-
-
≫
．

Ｉ
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●

●

●

腎
臓
バ
ン
ク
荷
鶴
う
ト
と
、
毎
年
行

登
録
訴
え
る

　
　

こ
の
ａ
ヽ
一
回
、
漏
の

　
　
　

≪
≪
o
i
i
f
i
i
i
＜
？
!
ｍ
ｇ
≪
ｉ

Ｂ
Ｅ
Ｓ
ｔ
t
；
水
無
人
胃
友
‘
一
一
一

　

舞
岬
供
耳
Ｓ
Ｂ
ｉ
ｗ
；
-
ド
、
Ｋ

（
輝
木
爾
貪
晨
）
の
街
礦
キ
″
検
斉
用
峨
、
パ
ン
フ
レ
’
ト
、

ン
ペ
ー
ン
が
、
十
二
日
午
後
一

　

Ｓ
船
、
チ
″
ｙ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

ｔ
か
＜
Ｗ
ｖ
ル
Ｋ
プ
ラ
ザ
刺
刺
店

　

な
ど
ｔ
唄
匯
し
ｉ
ｉ
ｌ
ｉ
か
、
≪

≪
=
！
>
真
ｌ
と
　
'
■
ク
ス
バ
リ

　

血
圧
Ｓ
≫
４
）
行
い
な
が
ら
、
巾

’
-
Ｓ
Ｓ
ｔ
Ｓ
Ｓ
で
行
わ
れ
、
灘

　

茂
に
串
刀
そ
求
め
゛
。

行
く
巾
民
に
腎
Ｓ
（
じ
ん
ぞ

　

’

う
）
パ
ン
ク
９
ｕ
を
呼
び
か
Ｉ
！

ｕ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

。
χ

　

耳
不
全
の
唯
一
の
校
本
治
Ｓ

　

寫
－
一

盾
は
胃
皿
師
嬢
Ａ
Ｈ
Ｕ
れ
、
腎
臓

峰
櫨
は
近
年
、
一
池
に
譜
ａ
し

て
い
る
。
し
か
し
愕
供
Ｓ
が
極

め
て
少
な
く
、
時
５
騨
ん
で
入

ｏ
學
考
は
多
い
。
キ
″
ン
ペ
ー

ン
！
＊
ｔ
臓
m
じ
め
’
Ｍ
Ｂ
Ｋ

ｔ
ｉ
ｕ
ｖ
す
る
間
'
；
≪
)
Ｅ
Ｓ
Ｌ
!
t
ｌ

（
報
告

　

森

　
　

修
子
・
佐
川

　

久
雄
）

〈
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
〉

　

函
館
で
は
棒
仁
モ
リ
ヤ
の
ア
ネ
ッ
ク

ス
前
に
患
者
９
名
、
行
政
関
係
者
１
名

の
計
1
0
名
が
集
ま
り
、
約
１
時
間
に
わ

た
り
意
思
襄
示
カ
ー
ド
な
ど
を
配
布
し

ま
し
た
。
又
、
報
道
関
係
で
は
北
海
道
新

聞
、
読
売
新
聞
、
函
館
新
聞
の
３
社
が

後
日
、
記
事
を
掲
載
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

東
谷
美
紀
子
）

　

〈
苫
小
牧
腎
友
会
〉

　

苫
小
牧
で
は
午
前
中
は
苫
小
牧
駅
周

辺
、
午
後
か
ら
市
民
会
館
広
場
と
二
部

に
わ
た
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
行
政

関
係
者
な
ど
合
わ
せ
2
6
名
の
参
加
で
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
意
思
表
示
カ
ー
ド
そ
れ

ぞ
れ
５
０
０
枚
づ
つ
配
布
し
ま
し
た
。

会
口
の
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
は
い
つ
も
同

じ
で
あ
り
、
配
布
も
手
慣
れ
て
良
い
が
、

新
顔
の
参
加
も
来
年
は
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

河
内

　

英
樹
）

〈
室
蘭
地
方
腎
友
会
〉

・
室
蘭

　

室
聞
市
障
害
者
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
会
場
で
模
擬
店
を
開
き
、
ジ
ュ
ー

ス
や
コ
ー
ラ
を
販
売
し
な
が
ら
チ
ラ
シ

や
意
思
表
示
力
－
ド
を
各
５
０
０
枚
、

風
船
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
も
配
布
し
協
力
を

お
願
い
し
た
、
（
報
告

　

佐
藤

　

利
國
）

・
伊
達

　

伊
達
地
方
腎
友
会
で
は
、
今

春
５
月
2
3
r
ｒ
ｒ
に
日
赤
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
於
い
て
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た

の
に
続
け
て
、
1
0
月
1
3
日
に
伊
達
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
杜
協
の
協

賛
も
得
ら
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

天
沼

　
　

忠
）

〈
腎
友
会
滝
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
透
析
者
の
忿

滝
川
で
は
、
９
月
2
6
日
に
第
1
5
回
滝

川
巾
民
健
康
ま
つ
り
に
協
賛
と
し
て
９

月
2
6
日
に
参
加
し
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
、
市
民
４
０
０
名
に
意
思
表
示

カ
ー
ド
等
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
報

道
も
市
の
電
光
掲
示
板
、
滝
川
広
報
、

プ
レ
ス
空
知
（
新
聞
）
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
お
は
よ

う
滝
川
な
ど
に
取
り
Ｌ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ｈ
名
参
加
。
（
報
告

　

浜
口

　

和
夫
）

〈
十
勝
地
方
腎
友
会
〉

　

拵
広
の
サ
テ
ィ
店
の
協
力
を
得
て
、

参
加
者
3
8
名
が
４
ヶ
所
に
分
散
し
腎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
独
自
で
は
立
看
板
、
プ
ラ
カ
ー
ド

を
用
意
し
、
昨
年
の
会
場
を
変
更
し
た

と
こ
ろ
大
盛
況
で
し
た
。

　

十
勝
に
は
臓
器
摘
出
病
院
も
移
植
施

設
も
無
い
の
で
、
ド
ナ
ー
が
出
て
も
無

駄
に
な
る
の
で
は
と
い
う
懸
念
が
あ
る
。

　

早
期
に
こ
の
問
題
が
解
決
す
る
よ
う

道
腎
協
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

小
笠
原
和
枝
）

〈
釧
路
地
方
腎
友
会
〉

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
釧
路
店
前
に
於
い

て
、
患
者
と
家
族
と
３
名
の
行
政
関
係

者
を
含
め
1
8
名
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
意

思
表
示
カ
ー
ド
を
午
前
Ｈ
時
か
ら
、
約

１
時
間
に
わ
た
っ
て
配
布
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
会
訥
願
署
名
の
主
旨
を
プ

リ
ン
ト
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
全
腎
協

の
署
名
用
紙
７
枚
の
成
果
も
得
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

栗
山

　

尚
倫
）

〈
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
〉

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
で
は
、
８
月
１

日
の
斜
里
町
ふ
れ
あ
い
広
場
と
９
月
1
2

日
の
網
走
ふ
れ
愛
広
場
の
２
会
場
に
於

い
て
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
〈
口

計
2
6
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
思
甕
示
カ
ー
ド
の
配
布
と
併
行
し

て
、
腎
提
供
登
録
コ
ー
ナ
ー
、
無
料
血

圧
測
定
コ
ー
ナ
ー
を
般
け
て
実
施
し
、

血
圧
測
定
は
人
気
が
あ
り
ま
じ
た
。

　

報
道
は
網
走
広
報
や
網
走
新
聞
・
読

17



－

売
新
聞
の
フ

さ
れ
ま
し
た
。

ニ
か
わ
ら
版
」
に
掲
載

（
轍
告

　

金
野

　

ｉ
人
）

〈
夕
張
腎
臓
病
友
の
会
〉

　

前
‐
Ｌ
り
降
り
続
い
た
雨
も
、
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
始
ま
る
午
前
1
0
時
ｔ
頃
ま

で
に
は
す
っ
か
り
晴
れ
あ
が
り
、
夕
張

む
炭
の
歴
史
村
に
医
療
関
係
者
３
も
を

ｉ
-
ｚ
め
1
3
な
り
が
渠
へ
目
し
。
チ
ラ
シ
ー
テ
ダ
ッ

シ
2
1
＆
３
０
０
、
怠
思
表
小
力
－
ド
ー

５
０
枚
、
風
船
１
０
０
個
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

載
年
度
は
。
味
覚
祭
や
巾
民
運
動
会

な
ど
、
人
の
た
勢
集
ま
る
会
増
で
実
宛

す
る
こ
と
も
号
慮
中
で
す
。
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一 一

-

-

ｔ～-～

こ‾７７１¬　|:可７御91りlilタ|りtl･

皿

7'!りmmりlilj!!|り･191｢|ｒ震暗中

ﾊﾞ!.1゛'

　

゛,£｀

　　

，'1

　

ご

　

’ｌ
（
報
告

　

㈲
原

　

政
雄
）

〈
江
別
腎
臓
病
患
者
会
〉

　

会
場
の
江
別
サ
テ
ィ
的
に
は
、
医
療

関
係
Ｈ
ｃ
－
ｔ
;
）
；
…
行
政
関
係
者
１
々
‥
‥
、
患

者
・
家
族
他
葱
｀
‥
の
約
Ｓ
：
ｓ
：
か
集
へ
‥
し
、

実
施
し
ま
し
た

　

実
施
前
に
道
腎
協
渾
内
事
務
岫
長
よ

り
実
施
万
法
等
、
そ
の
他
の
指
導
を
受

け
て
私
達
は
２
″
。
‥
及
び
３
々
ｕ
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
、
会
場
Ｌ
へ
目
及
び
駐
巾
場
を

廻
り
、
買
物
の
御
客
様
に
協
力
を
お
願

い
し
、
ま
た
室
内
で
は
看
護
婦
の
万
に

血
川
測
定
に
協
力
い
た
だ
き
、
棚
談
コ
ー

十
－
に
於
い
て
は
巾
民
の
棚
談
を
し
て

載
き
無
事
終
ｒ
し
ま
し
た
『

　

こ
の
行
事
に
対
し
、
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
機
関
の
皆
様
、
ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
ド
さ
Ｉ
だ
方
々
に
厚
く
御
礼

を
申
し
ま
す
。

●

Ｈ

賓

｀-

ご.Iljl ｡∧ヅ

･'‾‾

　

－

･-７⊆ﾆｰ４

二味｡,に,‥

]1]
Ｊ‾

き｀之

１
い
Ｉ
・
Ｉ
．
Ｉ
・
Ｉ
・
’
―
″
、
１
″
‘

-

-

・－

　

１

゛‘ｊ

　

ｌ

‘Ｊ､１

ｌ

　

ｆ

ｊ‘ｊ

Ｉ
１
゛
Ｊ
Ｉ
Ｊ
ｉ
Ｊ
｀

関連行事として腎キャンペーンも

● ･ . － ’

● ｀ 二 ’

ド ミ

1 ／ ミ

ｉ

ｗ

ノ?l i ヤ

∩二７

9犬

　

し
Ｔ
▼
目
１
１
。
。
゛
。
１
‘
；
‘
『

１

　

４

　

一
Ｉ

　

Ｉ

　

１

　

ｊ

会
開
催

。
・
｛
、
恚
。
‘
・
ツ
ベ
；
ｊ
’
一
Ｊ
・
俘

　

t
i
l
l
)

″
１

　

．
Ｊ
Ｉ
！
Ｊ
’
！
Ｊ
１
．
．
、

　
　
　
　

一

　

1
　
　
　
　
　
t

　
　
　

ヽ
１
Ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
Ｊ

　
　
　
　

Ｉ
　
　
　
　
t
　
　
　
　
≪

進

ｌ
ｊ
ｉ
Ｊ
ｆ
Ｊ

　
　
　
　

１

i

i

●・〃●〃●〃

1
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・

廿
‐
ト
ホ
ー
４
「
キ
ク
ラ
ペ
ー
、
7
0

0
L
八
を
収
容
し
、
1
2
時
3
0
分
聞
場
受
付
、

　

一

1
3
時
1
5
分
に
開
会
し
、
第
．
部
と
し
て

　
　

1
8

実
行
委
は
長
の
挨
拶
の
後
、
厚
生
人
臣

　
　

・

感
謝
状
贈
‥
ｔ
式
（
八
″
川
は
道
腎
協
推
薦

の
ス
ノ
ー
ラ
で
オ
ン
ス
ヶ
ラ
ブ
も
団
体

し
・
し
て
μ
ハ
彰
さ
れ
ま
し
た
）
に
フ

て
、
臓
器
侈
航
体
験
発
表
が
あ
り
ま
し

た

　

次
川
開
催
地
（
Ｆ
へ
阪
府
）
の
挨
拶

な
ど
が
あ
り
、
．
部
が
終
わ
り
休
憩
に

ぺ
り
ま
し
た

　

第
１
部
は
、
本
‐
の
メ
ぞ
ン
で
も
あ

る
北
海
道
川
身
の
遠
藤
郁
ｆ
ヒ
ア
ノ
リ

廿
／
Ｌ
タ
ル
が
行
わ
れ
、
．
曲
．
曲
説
明

の
あ
と
の
十
ぱ
ら
し
い
演
奏
は
皆
様
に

感
動
を
あ
た
え
ま
し
た

　

人
会
に
は
へ
Ｌ
腎
協
油
坪
会
妊
も
出
席

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

関
遮
行
嘔
レ
ー
し
て
1
0
時
3
0
分
か
ヽ
し
Ｈ
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平
成
９
年
1
0
月
の
臓
器
移
植
法
施
行
に
伴
い
、
厚
生
省
は
昭
和
6
1
年
か
ら
の

「
腎
移
植
推
進
月
間
」
を
「
臓
器
移
植
推
進
月
間
」
と
改
め
、
記
念
す
べ
き
第
１
回

の
「
臓
器
移
植
推
進
全
国
大
会
」
を
札
幌
市
に
於
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

道
腎
協
は
札
幌
腎
友
会
等
の
協
力
を
得
て
、
道
庁
か
ら
の
依
頼
の
あ
っ
た
腎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
関
連
行
事
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
0
‥
り
1
9
‐
陶
の
人
会
の
成
功
に
向
け

て
ｔ
午
前
よ
り
準
備
に
ん
、
り
乍
佛
Ｑ
を

道
庁
保
健
か
防
課
に
設
置
し
、
何
暖
か

の
打
八
日
せ
な
レ
ー
を
行
い
．
当
‐
に
望
み

ま
し
た

　

会
場
は
札
幌
中
島
公
嘲
に
あ
る
コ
ン

扉ａＳ

や:
］
―

－
ｊ

Ｑ
Ｉ
Ｉ

４
・
｀
７
４
、
″

？

j‖，
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●●
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報
告
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●

時
団
分
、
大
通
公
園
に
お
い
て
ｙ
日
に

も
拘
わ
ら
ず
、
道
庁
、
巾
役
所
、
市
立

病
院
、
瞰
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
、
腎
バ
ン
ク
、

各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
。
道
腎
協
や
札

幌
腎
友
会
の
患
者
や
家
族
を
あ
わ
せ
て

8
5
名
の
参
加
と
各
報
道
関
係
等
の
協
力

に
よ
り
、
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

腎
キ
ャ
ン
。
（
Ｉ
ン
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
か
ら
の
法
被
を
借
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

や
風
船
、
チ
ラ
シ
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
等
を
持
っ
て

大
通
公
園
を
中
心
に
配
布
し
、
又
、
無

料
血
圧
測
定
や
健
康
相
談
も
同
時
に
行

わ
れ
市
民
に
は
好
評
で
し
た
。
約
１
時

間
余
り
市
民
へ
理
解
と
協
力
を
求
め
た

あ
と
、
午
後
か
ら
の
瞰
器
移
植
推
進
全

国
大
会
会
場
へ
と
向
か
っ
て
散
会
し
ま

し
た
。

第１回臓器移植推進全国大会から

全
腎
協
青
年
交
流
会
に

　
　
　
　
　
　

参
加
し
て

　

私
は
８
月
2
8
.
2
9
日
の
２
日
間
、

秋
田
市
内
で
の
青
年
交
流
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
よ
り
、
川
尻
秋
田
県
腎

協
会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
で
開
会
。

　

次
に
各
都
道
府
県
よ
り
代
表
で
選

ば
れ
た
方
が
、
自
己
紹
介
を
し
ま
し

た
。
私
は
一
番
先
に
マ
イ
ク
を
向
け
ら

れ
、
少
々
緊
張
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
本
題
に
入
り
「
ボ
ス
が

語
る
’
せ
い
ね
ん
ぶ
こ
と
い
う
事
で

油
井
全
腎
協
会
長
、
長
谷
川
副
会
長

の
お
話
が
あ
り
、
私
達
に
対
す
る
期

待
の
気
持
ち
を
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
会

場
の
雰
囲
気
も
和
や
か
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
討
論
の
会
場
へ

移
動
、
「
青
年
の
夢
」
を
語
る
・
わ
た

し
と
「
腎
臓
移
植
」
・
私
の
就
労
・
社

会
参
加
・
自
己
実
現
・
結
婚
を
希
望

す
る
人
、
し
な
い
人
、
結
婚
し
た
人
・

わ
た
し
の
会
活
動
と
、
こ
の
中
よ
り

テ
ー
マ
を
決
め
て
討
論
し
ま
し
た
。

私
達
の
グ
ル
ー
プ
は
皆
さ
ん
楽
し
く

意
見
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
透
析
患
者
同
志
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
交

換
を
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。
私
も
興
味
が
あ
り
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

７
時
か
ら
交
流
会
と
な
り
、
秋
田

の
郷
土
料
理
な
ど
も
並
べ
ら
れ
。
ま
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
な
ま
は
げ
太
鼓

は
、
大
変
迫
力
が
あ
り
食
事
の
手
を
休

め
て
、
し
ば
ら
く
見
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
朝
食
を
済
ま
せ
８
時
3
0

分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
バ
ス
に
て
角

館
、
田
沢
湖
方
面
の
観
光
。
み
ち
の

く
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
角
館
は
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
武
家
Ｍ
敷
や
占

い
建
物
が
建
ち
並
び
、
ゆ
っ
く
り
と

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
田
沢
湖
へ
向
け
て
バ
ス
が
移

勁
、
昼
食
を
と
り
売
店
に
て
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
、
1
3
時
2
0
分
に
出
発
、
後
は

秋
田
空
港
へ
と
ま
っ
す
ぐ
向
か
い
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
の
交
流
会
に
参
加
で

き
た
事
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
透
析
を

始
め
て
ま
だ
３
年
、
最
初
の
頃
は
か

な
り
落
ち
込
み
、
何
に
対
し
て
も
か

な
り
消
極
的
で
し
た
。
長
く
透
析
を

さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
移
植
を
さ
れ

た
方
の
話
を
聞
く
事
が
で
き
、
皆
さ

ん
前
向
き
に
生
き
て
お
ら
れ
、
私
自

身
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　

y
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燕
回
国
圖
一

「
サ
イ
コ
ー
ネ
フ
ロ
ロ
ジ
ー
」
つ
て
？

刎
ａ
Ｓ

月
詣
｀

　
　
　

今
年
の
５
月
に
「
第
1
0
回
日
本
サ
イ

　
　
　

コ
ー
ネ
フ
ロ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」
に
出
席

　
　
　

し
ま
し
た
。
直
訳
す
る
と
「
精
神
腎
臓

　
　
　

学
会
」
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
、
’
主
に

　
　
　

腎
不
全
を
き
た
し
て
い
る
腎
臓
病
患
者

　
　
　

に
関
わ
る
精
神
・
心
理
学
‘
と
い
う
新

　
　
　

し
い
分
野
の
医
学
で
す
。

　
　
　

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
生
命
の
危

　
　

険
が
生
じ
た
場
合
、
現
在
３
通
り
の
治

　
　

療
法
が
あ
り
、
人
工
腎
膿
、
腹
膜
潅
流
、

　
　

腎
移
植
が
日
本
で
は
約
3
0
年
前
か
ら
行

　
　

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
は
そ

　
　

れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
く
進
歩
し
、
日
本
の

　
　

技
術
は
世
界
一
の
水
準
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

そ
の
一
方
で
は
、
1
0
年
以
上
も
の
長
期

　
　

生
存
者
が
過
半
数
を
占
め
る
よ
う
に
な

　
　

り
、
患
者
さ
ん
の
心
理
・
精
神
面
、
さ

Ｍ

＊
'
・
ら
≫
*
'
は
生
活
・
社
会
面
で
の
ヶ
ア
の
大

渡

　

井

　

幾

　

男
先
生

切
さ
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

今
回
の
研
究
会
の
会
艮
は
「
尿
毒
症

の
毒
繁
は
人
工
腎
臓
で
取
り
除
け
て
も
、

心
の
ゴ
ミ
は
器
械
で
は
除
け
な
い
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
「
心
の
ゴ
ミ
」
と
は

ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
比
喩
で
す
が
、
心
の

傷
や
悩
み
の
こ
と
で
、
例
え
ば
、
人
工

腎
臓
治
療
そ
の
も
の
は
、
問
題
な
く
い
っ

て
い
て
も
、
そ
の
患
者
さ
ん
が
生
活
の

一
部
と
し
て
透
析
を
受
け
入
れ
ら
れ
ず

に
悩
ん
で
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
と
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
体
の
老
化
と
と
も
に
気
持
ち
も
縮

ん
で
き
て
、
だ
ん
だ
ん
体
を
動
か
さ
な

く
な
っ
た
り
、
好
き
な
も
の
だ
け
食
べ

た
り
し
が
ち
に
な
り
、
さ
ら
に
老
化
が

進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
医
療
を
提
供
す
る
側
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
わ
か
り
や

す
い
言
葉
で
繰
り
返
し
病
状
を
説
明
し
、

患
者
さ
ん
の
訴
え
に
よ
く
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
実
際
に
は
根
気
と

時
間
が
必
要
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

体
と
と
も
に
心
の
治
療
が
必
要
な
人
が

増
え
て
い
る
今
日
で
は
、
看
護
婦
、
技
師

も
含
め
て
．
心
の
ヶ
ア
に
つ
い
て
基
本
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
、
患
者
さ
ん
が
最

後
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

。
心

　

の

　

旅
”
を

　

想

□
旅
を
す
る
と
い
う
の
は
、
今
住
ん
で

　

い
る
所
か
ら
一
時
的
に
離
れ
た
所
へ

　

出
か
け
る
行
動
の
こ
と
を
い
う
の
で

　

し
よ
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
旅
が
楽
し

　

く
、
愉
快
で
あ
っ
た
ら
、
心
身
と
も

　

に
新
鮮
さ
を
と
り
も
ど
す
も
の
で
、

　

と
て
も
良
い
こ
と
で
す
。
も
し
も
反

　

対
に
、
つ
ら
い
、
苦
し
い
旅
だ
っ
た

　

と
し
て
も
、
も
と
の
落
ち
着
い
た
、

　

静
か
な
住
居
に
も
ど
り
、
や
す
ら
ぎ

　

の
有
り
難
さ
が
あ
ら
た
め
て
わ
か
っ

　

た
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
悪
い
こ
と
で

　

は
な
い
で
し
ょ
う
。

□
「
″
心
の
旅
″
つ
て
何
？
」
と
聞
か
れ

　

た
ら
、
私
は
自
分
の
子
ど
も
の
頃
か

　

ら
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
、
楽
し

　

い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
、
困
っ
た
こ

　

と
、
淋
し
い
こ
と
な
ど
を
強
烈
に
経

　

験
す
る
度
に
、
自
分
の
も
の
の
考
え

　

方
や
受
け
と
め
方
、
人
間
観
な
ど
が

　

大
な
り
小
な
り
変
化
を
受
け
て
き
た

　

こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。
そ
れ
は
丁

　

度
、
ま
っ
す
ぐ
の
平
ら
な
道
や
急
な

　

登
り
坂
、
下
り
坂
を
歩
き
、
時
に
転

　

げ
落
ち
た
り
す
る
旅
の
よ
う
で
、
「
心

　

の
旅
」
と
い
う
言
葉
は
実
感
と
し
て

　

伝
わ
り
ま
す
。
「
心
の
旅
」
は
他
人
か

　

ら
は
見
え
な
い
し
、
本
人
自
身
で
も

　

気
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
旅

　

Ｗ
つ

　

だ
と
思
い
ま
す
。

□
何
を
言
い
た
い
か
と
い
い
ま
す
と
、

　

い
わ
ゆ
る
「
旅
行
」
は
、
経
済
的
に

　

も
、
時
間
的
に
も
、
肉
体
的
に
も
出

　

来
な
い
人
は
沢
山
い
ま
す
が
、
心
の

　

旅
は
皆
が
い
つ
で
も
し
て
い
る
旅
で

　

す
。
そ
し
て
、
よ
り
豊
か
な
旅
に
し

　

て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
は
誰
で
も

　

持
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
豊
か
な
心
の

　

旅
を
口
指
す
に
は
。
日
頃
ふ
れ
あ
う

　

人
た
ち
と
の
心
の
交
流
を
大
切
に
す

　

る
こ
と
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て

　

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
て
る
よ
う
に
、

　

経
験
し
た
こ
と
の
反
省
を
繰
り
返
し

　

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

　

で
し
ょ
う
か
？

Ｉ
？
Ｉ
ｔ
ｓ
ｌ
ｓ
・
あ
Ｉ
９
ｔ
ｓ
ｌ
Ｉ
‐
ｓ
ｅ
！
ｓ
一
ｓ
・
Ｉ
４
ｓ
争
Ｓ
。

　 　　 　

　
経
　
　
歴

－ ● - ● - ●－ ● - - - ● - ● ●● － ・ － － － ●

　

昭
和
４
年
、
旭
川
市
生
ま
れ
の

留
萌
育
ち
。
昭
和
4
6
年
か
ら
、
札

幌
市
中
央
区
南
1
4
条
西
1
5
丁
目
に

て
人
工
腎
臓
セ
ン
タ
ー
と
し
て
渡

井
医
院
を
開
業
。
趣
味
は
油
桧
、

音
楽
鑑
賞
、
囲
碁
な
ど
。
読
み
た

い
本
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

日
の
疲
れ
で
、
は
か
ど
ら
な
い
の

が
悩
み
。
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●

Ｓ

一
日
一
日
を
大
切
に

　
　
　
　
　
　

感
謝
の
気
持
ち
で

三

　

好

　

美
枝
子
（
苫
小
牧
）

　

私
に
は
二
人
の
子
供
が
い
ま
す
。

　

二
人
と
も
妊
娠
中
毒
症
で
産
み
ま
し

た
。
昭
和
5
1
年
に
二
人
目
の
子
供
を
出

産
し
た
後
も
体
調
が
元
に
戻
ら
ず
、
苫

小
牧
王
子
総
合
病
院
で
診
察
し
検
査
し

た
結
果
、
腎
臓
の
働
き
が
悪
る
い
の
で

透
析
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
と
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
王
子
総
合
病
院

に
は
透
析
の
施
設
が
な
い
の
で
、
市
立

三
笠
病
院
を
紹
介
さ
れ
入
院
し
ま
し
た
。

シ
ャ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
、
昭
和
5
3
年
Ｈ

月
の
透
析
導
入
で
し
た
。

　

違
い
浦
河
に
幼
い
二
人
の
子
供
を
残

し
、
未
知
の
地
で
生
活
し
て
い
く
の
か

と
思
う
と
、
不
安
で
暗
い
毎
日
で
し
た
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
慣
れ
な
い
生
活
の
中
、

一
日
お
き
に
人
工
腎
臓
セ
ン
タ
ー
に
通

い
、
５
時
間
の
苦
し
い
透
析
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

入
院
中
病
室
の
人
達
の
話
を
聞
い
て

も
、
透
析
の
事
を
さ
っ
ぱ
り
理
解
で
き

な
い
た
め
、
勉
強
会
に
出
席
し
、
こ
れ

か
ら
一
生
透
析
を
し
て
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
自
己
管
理
を
し
っ
か
り
し
な

け
れ
ば
長
生
き
で
き
な
い
と
い
う
事
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
。
な
か
な
か
勉
強
会
で
学
ん

だ
通
り
に
は
な
ら
ず
、
何
回
も
先
生
か

ら
注
意
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
い
つ
し
か
水
分
と
の
戦
い

が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
院
中
、
外
出
し
て
店
に
買
い
物
に

行
く
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
ジ
ュ
ー
ス
、

ア
イ
ス
の
売
っ
て
い
る
前
に
立
っ
て
、

ハ
ッ
と
我
に
返
っ
て
、
買
っ
て
も
飲
め

な
い
の
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
帰
っ

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

三
笠
で
の
入
院
生
活
が
始
１
つ
て
1
0
ヵ

月
過
ぎ
た
こ
ろ
、
苫
小
牧
王
子
総
合
病

院
に
透
析
室
が
新
般
さ
れ
、
三
笠
で
の

入
院
生
活
を
終
え
、
今
度
は
外
来
透
析

と
し
て
、
浦
河
か
ら
苫
小
牧
へ
の
通
院

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
汽
車
で
片
道

３
時
間
半
か
け
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。

透
析
の
帰
り
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
り
、

雨
が
降
っ
て
汽
車
が
不
通
に
な
る
事
も

あ
り
、
汽
車
の
事
故
で
ひ
ど
い
目
に
あ
っ

た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
生
活
が
こ
の
先
何
年
も
続
く

の
か
と
思
う
と
、
夢
も
希
望
も
な
い
と

落
ち
こ
ん
だ
事
も
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
子
供
や
家
庭
の
こ
と
を
思

い
出
し
て
は
心
を
入
れ
替
え
、
母
親
と

し
て
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

王
子
総
合
病
院
に
１
年
半
位
通
い
、

現
在
の
江
夏
泌
尿
器
科
医
院
へ
移
り
ま

し
た
。
８
年
位
汽
車
で
通
い
、
そ
の
後

バ
ス
の
便
利
が
良
く
な
り
、
バ
ス
で
通

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
は
３
時
間
位
で
苫
小
牧
に
着
く

し
、
多
少
の
雨
で
も
不
通
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
又
。
週
３
回
も
バ
ス
で
通
っ
て

い
る
と
、
運
転
手
さ
ん
や
乗
客
の
方
と

も
顔
馴
染
に
な
り
、
通
う
楽
し
み
が
増

え
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
体
も
そ
れ
な

り
に
慣
れ
、
現
在
で
は
日
帰
り
や
一
泊

旅
行
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
二
人
の
子

供
も
成
長
し
、
上
の
娘
は
札
幌
で
、
下

の
息
子
は
地
元
で
働
い
て
い
ま
す
。

　

約
2
1
年
間
の
透
析
生
活
を
振
り
返
る

と
、
苦
し
か
っ
た
事
が
多
い
よ
う
に
思

い
ま
す
が
、
友
達
や
知
人
が
増
え
、
楽

し
い
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
週
に
３
回
、
４
時
間
の
透
析
も
、

今
で
は
す
っ
か
り
生
活
の
一
部
に
な
っ

て
、
先
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
親
切

に
し
て
頂
き
、
苦
痛
の
な
い
楽
し
い
通

院
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
家
族
や
病
院
関
係
者
の
皆
様

が
支
え
て
く
れ
た
お
蔭
で
あ
る
と
、
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
一
日
一
日
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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『
多
く
の
仲
間
に
励
ま
さ
れ

　

今
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
／
・
』

藤

　

田

　

孝

　

子

　

（
室

　

蘭
）

　
　
　

私
が
透
析
を
導
入
し
て
、
４
年
と
1
0

　
　

ヵ
月
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
沢
山
の

　
　

出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

平
成
６
年
、
主
人
が
肝
瞰
癌
で
入
院
、

　
　

余
命
３
～
４
年
と
宜
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

私
た
ち
に
は
子
供
が
い
な
く
、
そ
の
分

　
　

い
つ
も
二
人
で
協
力
し
て
生
き
て
き
ま

　
　

し
た
。
私
に
と
っ
て
、
そ
ん
な
掛
け
替

　
　

え
の
な
い
主
人
の
病
気
は
生
き
甲
斐
を

　
　

な
く
す
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、

　
　

い
つ
ま
で
も
落
ち
込
ん
だ
り
、
悲
し
ん

　
　

だ
り
、
暗
く
な
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　

「
私
が
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
。
」
と
頑

　
　

張
る
気
持
ち
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
　
　

そ
ん
な
矢
先
、
今
座
は
私
が
風
邪
を

　
　

ひ
き
、
腎
臓
の
中
に
菌
が
入
っ
て
し
ま
っ

　
　

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
同
年
1
2
月
。

・

　

。
‘
ｒ
‘
｛
’
ぎ
析
と
な
り
ま
し
た
が
ヽ
入
院
中

に
シ
ャ
ン
ト
を
作
り
１
ヵ
月
で
退
院
、

無
事
二
人
そ
ろ
っ
て
の
お
正
月
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
週
３
回
の
透

析
が
始
ま
っ
て
か
ら
半
年
経
っ
た
平
成

７
年
５
月
。
宮
崎
で
全
腎
協
の
全
国
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。
主
治
医
の
先
生
の

許
可
を
得
、
５
泊
６
日
と
九
州
旅
行
も

兼
ね
て
、
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
2
5
年
、
3
0
年
の
透
析
歴
を

持
つ
人
を
は
じ
め
、
透
析
仲
間
の
頑
張
っ

て
い
る
声
を
沢
山
聞
く
こ
と
が
で
き
、

私
自
身
と
て
も
励
ま
さ
れ
て
帰
宅
し
ま

し
た
。
ま
た
、
初
め
て
外
で
の
透
析
も

順
閲
で
少
し
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

　

透
析
仲
間
の
元
気
な
声
に
奮
起
さ
せ

ら
れ
た
私
は
、
早
速
週
２
回
の
デ
ィ
ス

コ
ダ
ン
ス
、
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
８
年
５
月
に
副
甲
状

腺
の
手
術
。
そ
の
後
は
元
気
に
小
樽
に

住
む
透
析
仲
間
と
金
沢
方
面
へ
旅
行
に

も
行
き
ま
し
た
が
、
透
析
の
度
に
心
臓

が
痛
く
な
り
、
趣
味
で
始
め
た
踊
り
や

テ
ニ
ス
な
ど
も
お
休
み
し
、
検
査
入
院
。

そ
し
て
1
0
月
、
心
膿
バ
イ
パ
ス
の
手
術

と
な
り
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
1
4
日
間
も
入
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
経
過
も
良
く
２
ヵ
月

余
り
の
入
院
生
活
の
あ
と
や
っ
と
退
院

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
退
院
直
後
、
次

は
私
に
付
き
添
っ
て
い
て
く
れ
た
主
人

の
肝
臓
癌
が
再
発
。
主
人
が
入
院
と
な

り
ま
し
た
。
私
は
ま
た
、
目
の
前
が
寞
っ

暗
に
な
り
ま
し
た
が
主
人
も
頑
張
っ
て

く
れ
て
、
２
ヵ
月
ほ
ど
で
退
院
、
仕
事

に
復
帰
す
る
こ
と
も
で
き
、
一
時
的
に

で
も
胸
を
な
で
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

私
は
年
に
２
回
の
手
術
、
全
身
麻
酔

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
尿
が
ま
っ
た
く
出

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
水
分
・

Ｋ
・
Ｐ
・
塩
分
・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト
に

最
も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
上
日
な
ど
の
３
日
間
の
体
重
管
理

は
大
変
で
す
。
幸
い
心
臓
の
方
は
カ
テ
ー

テ
ル
で
術
後
１
年
の
検
査
も
し
ま
し
た

が
、
今
の
と
こ
ろ
問
題
な
く
安
心
し
て

い
ま
す
。
体
ｔ
ａ
ａ
ｆ
ｃ
ｌ
理
に
も
慣
れ
、
長
い

こ
と
お
休
み
し
て
い
た
趣
味
を
再
開
し

予
定
の
な
い
日
は
皆
で
集
ま
っ
て
麻
雀

や
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
、
明
る
く
楽
し

く
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
生
活
も
束
の
問
、
平
成
1
0
年

1
0
月
。
ま
た
主
人
の
肝
臓
癌
が
悪
化
し
、

再
度
入
院
と
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
も

退
院
で
き
る
こ
と
を
主
人
も
私
も
、
ま

わ
り
の
人
。
皆
が
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま

し
た
の
に
、
そ
の
祈
り
も
届
か
ず
、
1
2

月
に
は
腹
水
が
た
ま
り
、
黄
疸
が
で
て

き
ま
し
た
。
私
に
も
週
３
回
の
透
析
が

あ
り
ま
し
た
が
、
主
人
の
側
に
無
我
夢

中
で
泊
ま
り
込
み
付
き
添
い
ま
し
た
。

　

平
成
Ｈ
年
１
月
４
日
。
こ
の
日
は
透

析
の
目
で
し
た
。
い
つ
も
は
午
後
か
ら

の
透
析
な
の
で
す
が
、
主
人
の
容
体
が

よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
午
前
中
に
透
析

を
済
ま
せ
て
い
た
の
で
す
。
透
析
か
ら

戻
っ
て
き
て
間
も
な
く
、
主
人
の
容
体

が
急
変
。
ま
る
で
私
の
帰
り
を
待
っ
て

い
た
か
の
よ
う
に
、
主
人
は
他
界
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
い
つ
も
気
持
ち
を

分
か
ち
合
い
、
二
人
で
助
け
あ
っ
て
生

き
て
き
た
の
に
・
：
皆
の
願
い
、
祈
り
も

届
か
ず
一
人
で
旅
立
っ
た
の
で
す
。

　

主
人
が
亡
く
な
っ
て
は
や
1
0
ヵ
月
。

そ
の
問
、
私
も
何
回
か
入
退
院
を
繰
り

返
し
ま
し
た
が
、
今
は
元
気
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
は
不
安
も
沢

山
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
寂
し
い
、

悲
し
い
と
ば
か
り
言
っ
て
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
５
月
に
は
主
人
が
亡
く
な
る
前

か
ら
計
画
し
て
い
た
京
都
で
の
全
国
大

会
に
も
参
加
し
、
同
じ
患
者
仲
間
の
沢

山
の
元
気
な
声
を
聞
き
、
改
め
て
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
の
は
自
分
一
人
で

は
な
い
と
励
ま
さ
れ
た
思
い
で
一
杯
で

し
た
。
無
事
。
主
人
の
初
盆
も
終
わ
っ

た
今
、
私
自
身
も
だ
い
ぶ
落
ち
着
き
、

前
向
き
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

有
り
難
い
こ
と
に
私
は
お
友
達
や
素

晴
ら
し
い
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
も

恵
ま
れ
、
皆
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
と
て

も
楽
し
く
毎
日
元
気
に
生
活
し
て
い
ま

す
。
透
析
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
は
あ
り
ま

す
が
。
今
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
、

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
皆
様
に
感
謝
し

な
が
ら
明
る
く
、
そ
し
て
主
人
の
分
ま

で
元
気
に
笑
顔
で
生
き
て
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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《
心
ｗ
地
肺
胞
ａ
＠

札
幌
腎
臓
病
患
者
友
の
会

春
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

と
夏
の
炊
事
遠
足

　

作
の
６
月
2
7
‐
間
栗
山
町
の
Ｉ
フ
ダ

ｆ
ス
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
／
‐
帰
り
温
･
％
の

旅
に
出
か
け
ま
し
た
田
が
道
を
ゆ
’
い
た

り
と
走
り
ｙ
々
と
温
泉
に
っ
か
り
．
ス
ッ

キ
リ
し
た
所
で
冷
た
い
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
で
乾
杯
で
す
．
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
カ
ラ

オ
ケ
と
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
、
皆
さ
ん
．
几
気
い
っ

「

l･。1耳

　

｀,゛り’

日帰り温泉の皆さん

・●
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Ｊ

昂

　　

ｔ
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Ｕ
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炊事遠足でゲームを楽しむ参加者

ば
い
楽
し
い
．
‐
で
し
た
．

　

夏
は
、
８
月
2
9
‐
順
滝
野
十
ず
ら
ん

公
園
で
炊
事
遠
足
で
す
．
参
加
行
１
３

５
ダ
‥
、
山
の
中
の
環
境
の
整
っ
た
す
が

す
が
し
い
朝
か
ら
炊
事
場
を
確
保
し
て

準
備
に
か
か
り
、
ブ
タ
汁
≒
ジ
ン
ギ
ス

汗
を
つ
く
り
、
こ
の
時
と
ば
か
り
食
欲

旺
盛
に
人
な
べ
が
ア
ッ
と
い
・
り
間
に
空

と
な
り
満
足
気
で
し
た
碓
備
に
も
ゲ
ー

ム
に
も
走
り
ま
わ
り
汗
を
か
き
‐
頃
の

運
動
不
尾
も
解
消
、
森
林
浴
と
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

　
　
　
　
　
　

（
報
告

　

柳
Ｊ
ｍ

　

ぶ
Ｌ
ご

　

結
成
2
5
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　

式
典
に
思
う

　

瀬
成
Ｈ
印
1
0
り
3
1
‐
顔
札
幌
腎
臓
病

患
行
友
の
会
結
成
2
5
固
印
記
念
式
典
控

び
に
れ
賀
会
が
、
ホ
テ
ル
Ｋ
Ｋ
Ｒ
札
幌

に
於
い
て
１
２
０
も
の
参
加
で
け
わ
れ

ま
し
た
、

　

式
典
は
柳
沼
実
行
委
μ
長
の
開
会
宣

々
‥
で
硲
を
明
け
、
村
本
乍
務
岫
次
長
の

川
会
に
よ
り
進
行
し
ま
し
た

　

物
故
会

ほ
へ
の
獣
万
う
の
後
、
鈴
水
吽
ミ
会
長

Ｘ
Ｉ
り
2
5
年
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
挨
拶

が
あ
り
、
続
い
て
家
賓
の
北
海
道
透
析

医
会
会
長
今
忠
ぶ
先
生
、
札
幌
透
析
医

会
会
長
中
野
幸
雄
先
生
、
道
腎
協
会
長

粁
崎
薫
氏
よ
り
、
お
祝
い
と
励
ま
し
の

ｔ
-
Ｊ
≫
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
実
行

委
は
の
中
村
ひ
と
み
さ
ん
に
よ
り
、
巾

立
札
幌
病
院
腎
移
植
科
部
妊
瀬
野
哲
匙

先
生
と
令
腎
協
を
は
し
め
令
道
各
地
の

腎
友
会
よ
り
の
祝
碓
・
メ
リ
セ
ー
ジ
が

披
露
さ
れ
、
長
期
透
析
者
の
表
彰
へ
と

移
り
ま
し
た
。
2
5
年
以
L
4
6
″
ｎ
、
2
0
～

2
5
年
末
満
1
0
3
々
。
‥
、
1
0
～
1
5
印
未
満

２
０
６
々
り
の
計
３
５
５
名
の
う
ち
出
席

者
5
0
名
が
順
次
ス
テ
ー
ジ
に
Ｌ
り
、
に

こ
や
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
胸
に
夫

彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た

最
後
に
表
彰
膏
を
代
表
し
て
、
山

－
゜
ｓ
ｌ
°
Ｉ

－

　

Ｉ

Ｊ
ｆ

自!－ｉ，－ ”ミ　　　　　　I●　　ふ

　　　　　　

一一－
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Ｍ
判

氏
（
中
野
医
院
）
が
、
2
5
年
の
想
い
を

こ
め
た
心
曖
ま
る
お
礼
の
言
秦
を
の
べ

終
ｒ
致
し
ま
し
た
。
次
に
佐
藤
室
蘭
地

方
腎
反
会
会
長
の
乾
杯
と
鈴
木
友
幸
副

会
長
の
。
…
。
会
で
祝
賀
会
へ
と
移
り
ま
し

た
。
ア
ト
ラ
タ
シ
ョ
ン
で
は
道
腎
協
尼

事
務
岫
長
故
留
目
英
友
氏
人
人
恭
’
Ｌ
さ

ん
他
５
々
ｕ
に
よ
る
悔
后
流
汗
バ
芸
「
か
っ

ぽ
れ
」
が
披
露
さ
れ
、
珍
し
い
踊
り
に

鳩
内
か
ら
拍
ｆ
が
沸
き
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
は
人
い
に
盛
り
Ｌ
が
り
ま
し
た
。

最
後
に
寓
本
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で

和
や
か
な
う
ち
に
終
。
！
致
し
ま
し
た

　

そ
し
て
今
、
新
た
な
る
世
紀
へ
向
け

て
、
力
強
く
第
。
ル
を
踏
み
出
十
決
意

を
-
ｒ
*
'1て
Ｖ
"
*
*
道
の
仲
間
連
へ
の
報
告
と

致
し
ま
十
－

　

（
報
告

　

佐
藤

　

功
）

23－



　
　
　
　

お
ま
た
せ
い
た
し
ま
し
た
．
北
陶
道
ブ
ロ
ッ

　
　
　

ク
会
議
・
夕
食
時
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
第
２

　
　
　

弾
．
1
0
月
2
3
日
、
７
人
の
方
に
お
話
を
う
か

　
　
　

が
い
ま
し
た
．

　
　
　
　

は
じ
め
の
方
は
士
別
の
阿
部
さ
ん
．
士
別

　
　
　

で
は
、
1
0
月
1
7
日
に
改
め
て
腎
友
会
の
発
足

　
　
　

会
を
し
た
ば
か
り
．
「
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
も
入

　
　
　

会
で
き
る
よ
う
に
し
、
い
ち
か
ら
や
ろ
う
と

　
　
　

会
の
規
約
も
新
し
く
し
て
、
皆
忙
し
い
中
、

　
　
　

役
員
中
心
に
仲
良
く
や
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
．

　
　
　

と
、
い
う
こ
と
に
な
っ
た
．
」
と
の
こ
と
．
阿

　
　
　

部
さ
ん
は
透
析
は
コ
イ
ル
の
経
験
も
あ
り
2
2

　
　
　

年
で
、
今
3
0
歳
．
シ
ャ
ン
ト
手
術
は
数
知
れ

　
　
　

ず
．
仕
事
の
か
た
わ
ら
趣
味
は
幅
広
く
、
以

　
　
　

前
の
テ
ニ
ス
か
ら
、
今
は
カ
メ
ラ
や
ド
ラ
イ

　
　
　

ブ
、
最
近
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
で
Ｅ
メ
ー
ル

　
　
　

の
や
り
と
り
等
、
透
析
し
て
い
る
若
い
人
と

　
　
　

メ
ー
ル
交
換
も
希
望
で
す
．
そ
ん
な
元
気
な

　
　
　

阿
部
さ
ん
で
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
来
る
と

　
　
　

元
気
な
人
に
会
え
て
、
自
分
も
元
気
づ
く
と

　
　
　

話
し
て
く
れ
ま
し
た
．

　
　
　
　

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
金
野
さ
ん
は
、
腎
友
会
の

　
　
　

仕
事
が
け
っ
こ
う
忙
し
く
、
会
報
作
り
な
ど

　
　
　

で
ワ
ー
プ
ロ
に
向
か
う
こ
と
が
多
い
と
の
こ

　
　
　

と
．
あ
と
は
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
お
好
き
な
よ

　
　
　

う
で
す
．
今
年
４
月
か
ら
、
透
析
セ
ン
タ
ー

　
　
　

が
増
設
さ
れ
た
小
清
水
日
赤
病
院
へ
札
弦
か

　
　
　

ら
、
病
院
の
送
迎
パ
ス
で
透
析
に
通
っ
て
い

　
　
　

て
、
体
調
も
良
く
、
病
院
の
方
で
も
透
析
に

・
．
．
Ｊ
か
乞
ｙ
れ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
・

　

椿
分
さ
ん
は
江
別
の
女
性
の
方
．
会
の
仕

事
や
ご
自
身
の
仕
事
で
忙
し
い
中
、
週
末
に

は
お
華
を
習
っ
て
い
ま
す
．
お
花
が
好
き
で
、

良
い
気
分
転
換
に
な
る
と
の
こ
と
．
江
別
の

道
腎
協
会
員
は
約
7
5
名
．
今
年
、
室
蘭
の
佐

藤
さ
ん
に
「
声
か
け
」
に
来
て
も
ら
っ
て
お

り
、
会
員
を
増
や
し
た
い
と
活
動
中
で
す
．

会
で
は
今
春
、
苫
小
牧
の
演
習
林
、
室
蘭
の

白
鳥
大
橘
に
行
き
、
1
0
月
に
虎
杖
浜
に
一
泊

旅
行
と
の
こ
と
．
楽
し
み
ま
し
た
か
η
‥

　

釧
路
の
掛
札
さ
ん
は
、
今
年
副
甲
状
腺
の

手
術
を
し
ま
し
た
が
、
体
調
は
、
ま
あ
ま
あ

と
の
こ
と
．
仕
事
は
消
防
署
に
勤
務
さ
れ
て

い
て
、
透
析
1
5
年
．
同
僚
や
役
所
の
理
解
が

あ
り
仕
事
が
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
．
山
歩
き
が
好
き
で
、
山
菜
探
り

や
魚
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
て
、
「
家
で
は
、
犬

２
頭
が
帰
り
を
待
っ
て
い
て
、
た
わ
む
れ
て

ま
す
．
」
と
の
こ
と
で
す
．

　

湯
谷
さ
ん
は
浦
河
か
ら
．
ご
自
身
の
仕
事

が
非
常
に
忙
し
い
中
’
＊
ｒ
ｉ
£
２
？
を
Ｉ
人
で
い
っ
て

に
引
き
受
け
て
い
ま
す
．
昨
年
９
月
か
ら
、

最
近
亡
く
な
ら
れ
た
渡
辺
さ
ん
か
ら
会
の
仕

事
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
．
「
渡
辺
さ
ん
の
苦
労

が
わ
か
る
．
大
変
だ
っ
た
ん
だ
な
あ
．
自
分

が
し
て
み
て
わ
か
っ
た
．
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
．
忙
し
く
て
な
か
な
か
で
き
な
い
け
れ

ど
、
将
棋
が
好
き
と
い
う
こ
と
で
す
よ
．
会

と
し
て
は
．
年
一
回
、
温
泉
ヘ
ー
泊
旅
行
す

る
と
の
こ
と
．

　

川
本
さ
ん
は
伊
達
か
ら
．
会
で
は
年
一
回
、

日
帰
り
で
温
泉
に
行
っ
た
り
し
て
ら
っ
し
や

る
様
子
．
地
元
で
の
会
の
仕
事
は
も
ち
ろ
ん
、

道
腎
協
の
事
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
と
、
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．

透
析
は
４
年
目
で
3
5
歳
．
趣
味
は
、
夏
は
ゴ

ル
フ
、
冬
は
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
．
ス

キ
ー
は
自
信
あ
り
か
‥
と
の
答
え
．
そ
し
て
、

只
今
お
嫁
さ
ん
募
集
中
で
す
．
赤
い
絲
で
結

ば
れ
た
ス
テ
キ
な
お
嫁
さ
ん
、
ヤ
ー
イ
／
．

　

井
内
さ
ん
は
富
良
野
の
腎
友
会
の
会
長
．

今
年
７
月
に
会
が
発
足
し
、
会
員
は
約
4
0
名
．

1
0
月
に
会
で
然
別
湖
に
行
き
、
最
高
の
紅
葉

を
楽
し
ん
で
き
た
と
の
こ
と
．
仕
事
は
農
業

で
．
主
に
タ
ネ
モ
ミ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す

が
、
今
は
息
子
さ
ん
が
継
い
で
い
る
と
の
こ

と
．
富
良
野
は
冬
寒
く
、
夏
暑
く
．
夜
と
昼

の
温
度
差
が
あ
る
た
め
、
お
い
し
い
水
稲
や

作
物
が
取
れ
る
そ
う
で
す
．
ご
白
身
は
老
人

大
学
で
は
．
書
道
を
さ
れ
て
い
て
、
年
に
一

度
の
中
富
良
野
の
文
化
祭
に
は
２
枚
ほ
ど
丈

幅
を
作
成
し
、
掛
軸
に
し
て
出
展
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
．

　

今
回
お
話
下
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．
次
回
は
ど
ん
な
お
話
が
聞
け

る
で
し
ょ
う
か
η
‥
お
楽
し
み
に
．

　

読
者
の
皆
様
も
、
あ
な
た
の
生
活
の
ひ
と

コ
マ
、
日
頃
思
っ
て
い
る
事
な
ど
、
お
知
ら

せ
下
さ
い
ま
せ
ん
か
η
‥
イ
ラ
ス
ト
・
川
柳
等

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
宛
先
は
、
道
腎
協

事
務
局
・
編
集
委
員
会
ま
で
．
（
福

　

原
）

表
紙
の
写
真

　
　

「
初

　

冠

　

雪
」

撮
影
者
網

　

野

　

要
二
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　

透
析
歴
５
年
（
札
幌
）

　
　

十
勝
岳
周
辺
の
紅
繋
時
、
ク
ラ
ブ
で

　

の
撮
影
旅
行
の
際
、
何
枚
か
撮
彫
し
た

　

う
ち
の
一
枚
で
す
。
白
い
新
雪
と
紅
葉

　

の
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス
を
咀
っ
た
の
で
す

　

が
が
‥

写

　

真

　

歴

　
　

昭
和
6
0
年
４
月
定
年
退
勤
と
共
に
道

　

新
写
翼
教
室
に
入
会
、
各
種
の
ク
ラ
ブ

　

で
勉
強
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
マ
中
の
ア
マ
で
す
。

編
集
後
記

○
大
変
で
す
．
編
集
委
員
長
が
入
院

　

し
ま
し
た
．
こ
こ
が
私
達
の
頑
張

　

り
所
と
思
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が

　

我
ら
の
編
集
委
貝
長
、
入
院
の
前

　

日
迄
、
校
正
を
し
て
い
ま
し
た
．

　

き
っ
と
今
頃
ベ
ッ
ド
の
上
で
期
日

　

に
問
に
合
う
か
や
き
も
き
し
て
い

　

る
事
と
思
い
ま
す
．

０
国
会
紡
願
署
名
活
動
を
各
地
城
腎

　

友
会
で
行
っ
て
い
ま
す
．
各
施
般

　

の
幹
事
さ
ん
は
「
ま
た
か
い
」
と

　

い
わ
れ
て
い
る
方
も
、
で
も
私
達

　

は
誰
の
た
め
で
も
な
く
自
分
の
た

　

め
に
行
っ
て
い
る
事
を
忘
れ
ず
お

　

互
い
に
頑
張
り
ま
し
よ
う
．

○
風
邪
が
流
行
し
て
い
ま
す
．

　

必
ず
う
が
い
を
し
ま
し
よ
う
．

－24－
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○ご旅行期間

○ご旅行代金

平成12年５月27日(土)～５月30日(火)

お一人様１２０．０００円（道腎協会員は115．０００円）

●

日次
月日
曜

行　　　　　　　　程
食事･弁当

宿泊地
朝 昼 夕

１

5
/
27

出

新千●空港こﾄﾞﾆご弓≒鹿児島空港77－一一=に溢鹿児島 - -

レ
ス

ト
ラ

ン

鹿児島

鹿児島サンロ

イヤルホテル

･μ4j

２

5
/
28

旧）

ホ

－丁

ル

- -

:;:
サッロ

イヤルホテル
･μ４ｊ

金腎協全国大会参加(≪ 7 tif １♂

大会終了後、希望者は[亙jf]

３

5
/
29

t月）

ホテル;r雷一鹿児島市内観光（尚古ｓ歳●・磯庭●・城山公●、

　　　　　　　　　　　　　かる゜｀んエ●’本坊酒造など1G
Cび旨宿温泉

ホ

－丁

ル

レ
ス

ト
ラ

ン

ホ

－ア

ル

指宿温泉

指宿いわさき

ホテル

ツインルーム
利　　用

４

5
/
30

吹｝

ホテルー知覧（武家●●庭菌めぐり・知・特攻平和会●）-

　　　　　71鹿児島空港･4゛;゜!!7･Q羽田空港･71゛7W!加齢千歳空港

ホ

－了

ル

レ

ス

ト

－フ
ン

-

※免着日時は交通機関等のスケジュールおよび、天候・道路状況によって変更になる場合があります。

○募集人員

　

25名様（最少催行人員20名様）

○申込締切

　

平成12年３月３日（但し、定員になり次第締め切ります）

○全行程添乗員が同行してお世話致します。

　

※透析費用は旅行代金に含まれておりません。透析は逆腎協にて１配させて頂きます。

★上記料金は11月29日現在の団体航空機便を適用しており、平成12年２月の航空法改正に

　

ともない旅行代金が変更になる場合がございますのであらかじめご了承ください。

■お申し込み・お問い合わせは■

近畿日本ツーリスト㈱札幌駅前支店
母･060-0807札幌市北区北７条西４丁目

　

新北海道ピルヂング11階

　　　　　

so 1 1-71 6-4 7 1 1

　　　　　　　

担

　

当：藤本・信原・山下

後援：北海道腎臓病患者連絡協議会



１

　

１

　　　　　

●乾燥すると、カサついてかゆい時に。

●お風呂あがりや就寝前に、かゆみを感じるカサカサ皮膚に。

　　　　

＊かき傷や炎症ヵ喘ると、しみますのでご注意ください。

ウレパール゜･スヲスローション
[効舞ﾐj瞭]かゆみを伴う乾燥性皮膚(老人･成人の屹皮症、小児の乾燥性皮膚)[裾短沸璽裡撫]屹燥性皮膚の治療には､か
ｰ-●一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－－－

ゆみを早めに止めると同時に、カサカサした皮膚を正常にすることが皿要です．①自然保涸因子の尿素と、ビタミンＥが､かさ

つく肌をなめらかにし、潤いを与えます.(2塩酸ジフェンヒドラミン、ｄ一カンフル､リドカインの３種類の薬剤が、不快なかゆみ

をしずめます．メーカー希望小売価格lOOfnl､2.000円(消費税抜き)峯お求めは､雛菊､薬店､デパートやスーパーの薬品部で．

　　　　　　　　　

この医薬品は、｢便用上の注意｣をよく訊んで正しくお使いください．
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亀
’
‘

設温浴風セット

　

不思議な入浴噪新体軋

塗聾

　　　

１週間無料体験モニター募集中

　　　　　　　

フリーダイヤル!a3()i2()-:n-8(K>5まで
●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

リラックス入浴。

●熱くなく多皿に発汗。

●1回３０分の入浴は

　

わずか５～９円の電気代で

　

使用でき経済的。

●体の芯まで温まり、

　

美容と健康に効果的。

●乾燥機能か付いて衛生的。

F7□iT^m

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

担肖

　

志田

ﾖ●I･･・･お客様の声・●E

しもやけが出来ない様になった。
荒れ性肌が良くなった。足のむくみが取

れた。(女性透析歴８年)

体重管理はできているが、体か冷え、痛
みか出るので｢湯カラツと｣を使ってい

る。傷みが和らぎ肩コリも楽になり、便通

も良くなった。

(女性透析歴17年)

人工透析をしていてかゆみか出ていた

か、入浴後は肌かしっとりしてかゆみか取

れた。汗をかく事により、体重管理がしや

すくなった。

(男性透析率15年)

●体重管理が楽になった。
●体が温まり調子が良い。

腹膜透析をしているうちに年々腹膜の調

子か悪くなってきたか、｢湯カラツと｣を使

用し始めてから腹膜の調子が良くなっ

た。(女性透析歴６年)

体が温まっている時間が長く続くの

で血行が良くなり体調も良い。

(男性透析歴15年)

１時間の入浴で多量の汗が出る。

通常のサウナに比べ、比較にならない

ほど負担が少なくて良い。

(男性透析歴12年)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　　　　　　　　　　　　　　

※高血圧の方や心疾愚のある方は使用に際し担当医師にご相談下さい。

　　　　　

「湯カラッと」は、おだやかな温度の波とカラッとしたスチーム温浴風の

　　　　　　　

相乗効果で自然な発汗作用をもたらし、新陳代謝を活発にする、

　　　　　

全<新しい入浴器具です。お風呂でもサウナでもありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

●お部屋で簡単に使用できます。

●組立、後片付けかラクラク｜

　

畳1帖分のスペースでＯＫ。

●好きなところで好きな時間に入浴。

●熱さや息苦しさのない

標準価格218.000円(観別)適度雀毘可商品第81-22557号

｢湯カラッと｣は会同割引をいたしておりますのでお問い合せください。

オンキョーリブ㈱

　

咀京都台虫区洩り:橋３Ｆ日８壽５リ

　

31山京ビル2F

　　　　　　　　　　

Tel.():J-5(>87-･1O.*}()Fax.()3-3(W7-l(X)l
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・お問い介わせ、ご注文はド記まで

　

◇受付時間

　

午前10:00～午後５：００（Ｌ日・祝日を除く）

　　　　　　

株式会吐プロテック

起
知
り

川
Ｉ
Ｉ

　　　　　　

札幌11ぽ1石区本郷通7 j‘日南：３－２

　　　　　　

ＴＥＬ０1 1 (8(i-4 ) 4 １３２

　　　　　　

哩泡０ １２０－ 8S7():]2 （ははなるみす）

旭川地区収扱1111
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